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第 10 章 既存施策と重点施策

第10章. 既存施策と重点施策 

水環境マスタープランに規定された対策の具体的な行動内容の設定にあたっては、岡崎市・

愛知県・国土交通省の 3者が現在実施している施策を整理し、第３編で示したマスタープラン
において策定した対策との関係を把握しました。その結果、ほぼすべての対策項目に対して現

在施策を実施中であることがわかりました。水環境創造プランの水環境目標を達成するために

は、これらの施策の継続的な実施が必要となります。また、対策を確実に実施していくために

重点施策を設定し、更なる推進を図る既存施策の抽出と新規施策の立案を行いました。 
全施策の一覧については次ページ以降に示しますが、既存施策の一覧については第11章に、
重点施策については第12章に、ブロック分割と重点施策の関係については第13章に示します。
また、既存施策の詳細な内容については巻末資料に付します。 

 

 
図 10-1 水環境創造プランの水環境目標達成に向けた行動内容のイメージ 

 

更なる推進を

図る施策 

既存施策 重点施策 

（第 11章） (第 12章) 

新規施策 

水環境創造プランの水環境目標達成に向けた行動内容 
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 第４編 岡崎市水環境創造アクションプラン 

表 10-1 基本方針【水量】「雨を受け止め、時間をかけて川へ流し、上手に水を使う」ための実施施策 

アクションプラン

具体的な行動内容
既存
施策

重点
施策

水源地域の森林整備 ●
森林整備・下草刈り ●
水源かん養林事業 ●
森林の整備・保全 ●
造林（補助） ●
治山 ●
計画的な森林整備の支援（現況調査） ●
計画的な森林整備の支援（計画） ●
水源地域の森林整備（矢作川）（助成） ●
県産材利用促進 ●
間伐材利用促進 ●
低コスト木材生産システムの確立 ●
水源林の間伐対策事業 ●
林業後継者育成事業 ●
森林情報管理事業 ●
水源林の公的管理の検討 ●
農地の保全管理、農業の生産基盤の整備 ●
農地の保全管理、農地・水・環境保全向上対策 ●
中山間地域等直接支払事業 ●
休耕田や非かんがい期の水田への湛水 ●
公共施設等への緑化推進 ●
民間施設への緑化推進 ●
緑化の推進 ● ●

湧水等の保全 湧水の実態調査 ●
ため池の保全 ●
農業水利施設の環境整備 ●
「ため池保全連絡会議」の設置と「ため池保全計画」の策
定

●

節水への取り組み 老朽管更新・漏水調査 ●

マスタープラン

雨水を貯め
る、利用す
る、浸透さ
せる

水源涵養機能の向上

対　　策

施策の区分

農地の保全

身近な緑を育てる

ため池の保全

 
 

表 10-2 基本方針【水質】「汚れのもとを減らし、清らかな流れを保つ」ための実施施策 

アクションプラン

具体的な行動内容
既存
施策

重点
施策

合併処理浄化槽の普及 生活排水対策（合併処理浄化槽整備事業） ● ●
下水道整備の推進（汚水） 下水道整備事業(汚水) ● ●
合流式下水道の水質改善 合流式下水道改善事業 ● ●
家庭からの排水をきれいにする 生活排水対策 ●
事業所からの排水をきれいにす
る

有害物質削減対策 ●

水質事故の発生防止 水質事故対策 ●
農地･水･環境保全向上対策事業 ●
環境保全型農業の推進 ●
管渠・開渠清掃 ●
清掃活動等（農業用水路） ●
乙川・男川清掃事業 ●
(再掲) 農地･水･環境保全向上対策事業 ●
清掃・除草（報奨制度） ●
川と海のクリーン大作戦 ●
アダプトプログラムによる河川やため池の清掃や水質浄化
活動

●

(再掲) 生活排水対策 ●
水生生物調査 ●
(再掲) アダプトプログラムによる河川やため池の清掃や水
質浄化活動

●

水質等の調査 ●
河川水質ボランティア ●
（再掲） 水生生物調査 ●
河川等公共用水域水質監視 ●
市民による水質一斉調査と「あいちの水循環再生指標」に
よる評価

●

対　　策

汚濁負荷量
の削減

環境に配慮した農業の推進

マスタープラン 施策の区分

水質保全活動の実施

河川やため池の水質監視

水質保全活
動の推進

河川清掃の実施
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表 10-3 基本方針【災害】「雨を流域にとどめて水害を減らし、渇水や震災に備える」ための実施施策 

アクションプラン

具体的な行動内容
既存
施策

重点
施策

農業用排水施設の整備 ●
河道改修 ●
遊水地の整備 ●
総合治水対策の推進 ●
地下貯留浸透事業 ●
土地区画整理事業における調整池の設置事業 ●
開発行為許可申請 ●

ため池の活用 (再掲) 総合治水対策の推進 ●
下水道整備の推進（雨水） (再掲) 下水道整備事業(雨水) ● ●
減災への取り組み 洪水ハザードマップ ●

透水性舗装等の推進 ●
雨水の有効利用に配慮した公共施設の指針づくり ●
雨水貯留浸透施設設置補助事業の拡充 ● ●
非常時の給水体制 ●
(再掲)老朽管更新・漏水調査 ●

河川流水の総合的活用 河川流水の総合的運用 ●
消防水利の確保 雨水貯留浸透施設整備事業（消防） ●

河道改修

調整池の整備

施策の区分

対　　策

マスタープラン

給水体制の確立非常時にお
ける水の確
保

雨水の貯留浸透及び雨水利用の
促進

治水対策の
推進

 

 
表 10-4 基本方針【水辺環境】「岡崎在来の豊かな自然とふれあえるまちをつくる」ための実施施策 

アクションプラン

具体的な行動内容
既存
施策

重点
施策

河川法面等の草刈 ●
多自然川づくり ●
水辺林や植樹等（水辺の緑の回廊） ●
自然環境の保全・復元 ●
子どもの水辺活動支援 ●
利用推進事業 ●
水辺の竹害駆除 ●

湿地の保全 北山湿地・小呂湿地の保全 ●
清掃活動等 ●
農業用水路の上部利用 ● ●
矢作川水辺プラザ事業 ●
遊歩道の整備の検討 ●
（再掲） 多自然川づくり ●
外来種駆除のためのイベント、池干し時の魚つかみ取り大
会の実施

●

魚の遡上を阻害する構造物の改修 ●
多自然川づくりの推進 ● ●
ホタルの保護活動・飼育活動の実施 ● ●

在来種の保護

水辺の保全
水辺環境の保全と創出

水辺空間の
整備

農業用水の上部利用

親水公園等の整備

施策の区分マスタープラン

対　　策
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表 10-5 基本方針【水との関わり】「水との関わりを深め、水を通してつながりあう」ための実施施策 

アクションプラン

具体的な行動内容
既存
施策

重点
施策

文化活動の活性化 岡崎観光夏祭り花火大会 ●
河川愛護活動 ●
(再掲) 清掃活動等（農業用水路） ●
清掃活動等、農地・水・環境向上対策 ●
河川美化団体の助成 ●
伊賀川一斉清掃 ●
菅生川草刈清掃 ●
（再掲） 清掃・除草（報奨制度） ●
農地・水・環境保全向上対策（地域での取り組み支援） ●
ボランティア講師による環境学習の推進 ●
（再掲）市民による水質一斉調査と「あいちの水循環再生
指標」による評価

●

（再掲） 河川等公共用水域水質監視 ●
水環境に関する情報の発信 ●
「水辺ふれあいマップ」の作成 ●
乙川サミットの開催 ●
舟遊び（乙川観光船事業） ●
岡崎水辺百選の実施 ●
自然環境啓発イベント（おと川リバーヘッド大作戦） ●
水道週間 ●
環境教育の支援 ●
（再掲） 水生生物調査 ●
「森の駅」事業の拡充 ● ●
矢作川流域における関係団体との連携 ● ●
森林環境税の導入（愛知県） ●

マスタープラン 施策の区分

財源の確保の検討

対　　策

環境学習等
の促進

環境学習の促進

小中学校での水環境改善への取
り組み

上下流域間交流の促進

人と水の関
わりの強化

市民の自主的な活動の促進

情報の共有化

新たな観光資源の創造
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第11章. 水環境創造プランに関係する既存施策 

各基本方針に対して、岡崎市や愛知県・国土交通省で現在実施されている施策を以下にまと

めます。これらの施策は継続的に実施していきます。各施策の詳細については、巻末に付しま

す。 
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表 11-1 基本方針【水量】「雨を受け止め、時間をかけて川へ流し、上手に水を使う」ための既存施策 

岡 崎 市 愛知県　または　国

水源涵養機
能の向上

　水源涵養機能が大きいと考え
られる森林について適正管理に
よる水源涵養機能の維持・向上
を図る。
　林業の後継者育成、効率的な
林業の推進体制の構築、間伐材
の利用等に取り組む。
　「炭焼き体験」、「森林・林
業体験プログラム」等を計画
し、市民の積極的な参加による
森林の整備に取り組む。

1 水源地域の森林整備
2 森林整備・下草刈り
3 水源かん養林事業
4 森林の整備・保全

【愛知県】
1  造林（補助）
2  治山
3  計画的な森林整備の支援
（現況調査）
4  計画的な森林整備の支援
（計画）
5  県産材利用促進
6  間伐材利用促進

農地の保全

　地域特性を考慮し、適切な農
業生産基盤の整備及び効率的な
農業を推進・誘導する。
　体験学習などを通しての市民
の積極的な参加による農業の活
性化に取り組む。
　増加傾向にある遊休農地や耕
作放棄地が減少するよう努める
一方、困難な場合については冬
季湛水によって水源涵養機能を
持たせる等の有効活用を図る。

5 農地の保全管理、農業の
生産基盤の整備
6 農地の保全管理、農地・
水・環境保全向上対策
7 中山間地域等直接支払事
業
8 その他、農業用排水施設
の整備

身近な緑を
育てる

　市街地において雨を受け止め
る機能を発揮させるため、公園
や神社、公共施設及び街路樹等
の身近な緑を保全・創出する。
　市民や事業者の協力によっ
て、一般家庭や事業所等の緑化
を推進する。

9 公共施設等への緑化推進
10 民間施設への緑化推進

湧水等の保
全

　湧水や地下水は貴重な水資源
となっていることに着目し、地
下水涵養を積極的に推進する
等、適切に保全しながら利用を
促進していく。

ため池の保
全

　農業用水の供給、豊かな自然
環境、地下水の涵養機能などの
ため池の多面的機能を維持・向
上させるために愛知県が策定し
た「愛知県ため池保全構想」と
連携しながら、ため池の保全に
努める。

11 ため池の保全
【愛知県】
7  農業水利施設の環境整備

節水への取
り組み

　各家庭、事業所や公共施設に
おいて節水に取り組むことによ
り、流域の水資源の有効活用を
図る。

12 老朽管更新・漏水調査

区　　　分

基
本
方
針
【

水
量
】
　
　
雨
を
受
け
止
め
、
時
間
を
か
け
て
川
へ
流
し
、
上
手
に
水
を
使
う

雨水を貯
める、利
用する、
浸透させ
る

対　　策 概　　要
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表 11-2 基本方針【水質】「汚れのもとを減らし、清らかな流れを保つ」ための既存施策 

岡 崎 市 愛知県　または　国

合併処理浄
化槽の普及

　公共下水道、農業集落排水処
理施設、地域汚水処理施設の整
備計画区域外の区域及び未整備
区域について、合併処理浄化槽
の普及を促進する。
　合併処理浄化槽の適切な維持
管理を図る。
　単独処理浄化槽や汲取り処理
家庭における合併処理浄化槽へ
の転換の促進を図る。

13 生活排水対策（合併処理
浄化槽整備事業）

下水道整備
の推進（汚
水）

　公共下水道及び農業集落排水
処理施設の整備予定区域内につ
いて整備率100％を目指して整備
を進める。
　接続率の向上に努める。

14 下水道整備事業

合流式下水
道の水質改
善

　現在、多量の降雨時に未処理
のまま放流されている汚水によ
る汚濁負荷量を、分流式下水道
から放流される汚濁負荷量程度
以下まで削減するよう合流式下
水道の改善に取り組む。

15 合流式下水道改善事業

家庭からの
排水をきれ
いにする

　三角コーナー等を利用して食
べ物くずを流さない、食用廃油
を流さない、食器等の汚れをふ
き取る等によって家庭から流れ
出る排水をきれいにするようＰ
Ｒに努める。
　天然石けんを積極的に使う、
合成洗剤を使う場合は無リンの
ものを選んで適量を使う等に
よって家庭から流れ出る排水を
きれいにする。

16 生活排水対策

事業所から
の排水をき
れいにする

　事業者による規制値の遵守、
行政による監視・指導の推進、
さらなる自主的な水質の改善に
も取り組むよう啓発に努める。

17 有害物質削減対策

水質事故の
発生防止

　油の流出などの水質事故の発
生防止につながるよう情報の提
供や意識の啓発に努める。
　魚のへい死について、原因の
解明に努める。

18 水質事故対策

環境に配慮
した農業の
推進

　側条施肥(作物の吸収しやすい
位置に必要な肥料を施用)など負
荷が少ない農法が開発されてい
る。このような水環境への寄与
が大きくなる環境配慮型の農業
を推進するよう指導していく。

19 環境保全型農業の推進
20 農地･水･環境保全向上対
策事業

河川清掃の
実施

　川や水路に散乱しているゴミ
の除去などの川の清掃活動を積
極的に実施してく。

21 管渠・開渠清掃
22 清掃活動等（農業用水
路）
23 乙川・男川清掃事業
20(再掲) 農地･水･環境保全
向上対策事業

【愛知県】
8 清掃・除草（報奨制度）
【国】
1 川と海のクリーン大作戦

水質保全活
動の実施

　市民や事業者の水質保全への
関心を高め、水質保全に関する
知識を深めるために、水質の保
全に関連するイベント等を開催
し、水質保全に取り組む体制や
意識の高揚に役立てる。

16(再掲) 生活排水対策
【国】
2 水生生物調査

　清らかな流れを保つための取
り組みの効果についてのモニタ
リングや、水質が著しく悪化し
ている場所がないかなどの広範
囲なモニタリングを行う。
　行政だけでなく、市民との協
力体制の下で水環境のモニタリ
ングに取り組む。

24 水質等の調査
25 河川水質ボランティア

【国】
2（再掲） 水生生物調査
3 河川等公共用水域水質監
視

区　　　分
対　　策 概　　要

水質保全
活動の推
進

基
本
方
針
【
水
質
】
　
　
汚
れ
の
も
と
を
減
ら
し
、
清
ら
か
な
流
れ
を
保
つ

汚濁負荷
量の削減

河川やため池の水質監
視

 

- 97 - 



 第４編 岡崎市水環境創造アクションプラン 

表 11-3 基本方針【災害】「雨を流域にとどめて水害を減らし、渇水や震災に備える」ための既存施策 

岡 崎 市 愛知県　または　国

河道改修

　河道改修や遊水地の整備など
の「乙川圏域河川整備計画」に
従った整備を進めるとともに、
浸水被害が生じるおそれの高い
区間については必要に応じて河
道の改修を検討していく。

【愛知県】
9 河道改修
遊水地の整備

調整池の整
備

　新たに宅地などの開発を行う
場合に調整池などの整備を行
い、また調整池の浸透化を検討
する等によって川の水量を増や
すのに寄与するような施設とな
るような配慮を要請していく。

26 総合治水対策の推進
27 地下貯留浸透事業
28 土地区画整理事業におけ
る調整池の設置事業
29 開発行為許可申請

ため池の活
用

　ため池の所在地や容量等の特
性を考慮し、湛水機能を保全・
整備した上で利水者との調整を
図りながらため池を洪水対策に
活用することを検討していく。

26(再掲) 総合治水対策の推
進

下水道整備
の推進（雨
水）

　過去の浸水状況等を参考にし
て雨水排水がうまくいっていな
い地域を把握し、公共下水道等
の排水施設整備を進めていく。

14(再掲) 下水道整備事業

減災への取
り組み

　洪水ハザードマップの作成・
周知徹底や避難訓練の実施、情
報収集・連絡体制の整備等によ
り普段から減災への取り組みを
進めていく。

洪水ハザードマップ

雨水の貯留
浸透及び雨
水利用の促
進

　各家庭、事業所、公共施設等
への雨水浸透施設や雨水貯留施
設の普及あるいは道路の浸透化
対策を図っていく。

30 雨水貯留浸透施設設置補
助事業
31 透水性舗装等の推進

給水体制の
確立

　渇水による水不足に対応する
ため、水道施設の改良や拡張に
努めるとともに、浄水場間の弾
力的運用を行い、給水体制の確
保に務める。
　渇水や震災等によって断水し
た場合であっても、市民に生活
用水がいきわたるよう応急給水
及び応急復旧体制の確立や耐震
貯水槽の設置等の整備を行う。

32 非常時の給水体制
12(再掲) 老朽管更新・漏水
調査

河川流水の
総合的活用

　渇水により、河川の水量が減
少した場合、市民など水利用の
関係者に情報の周知や節水を働
きかける。
　愛知県等の関係機関、団体で
構成する「乙川水環境管理連絡
協議会」と連携し、総合的な水
利用の推進に努める。

【国】
4 河川流水の総合的運用

消防水利の
確保

　どこで火災が発生しても速や
かな消火活動が実施できるよ
う、防火水槽や消火栓を適切に
配置していく。
　緊急時においては、消防水利
として位置付けられていない川
や農業用水路の水を消火活動に
用いることも考えられるため、
状況に応じて市内の水を柔軟
に、有効に活用した火災への備
えを進めて行く。

33 雨水貯留浸透施設整備事
業（消防）

概　　要
区　　　分

基
本
方
針
【
災
害
】
　
　
雨
を
流
域
に
と
ど
め
て
水
害
を
減
ら
し
、
渇
水
や
震
災
に
備
え
る

非常時に
おける水
の確保

対　　策

治水対策
の推進
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表 11-4 基本方針【水辺環境】「岡崎在来の豊かな自然とふれあえるまちをつくる」ための既存施策 

岡 崎 市 愛知県　または　国

水辺環境の
保全と創出

　人々が水辺に近づきやすく、
ホタルなどの生きものも棲みや
すい水辺となるよう治水安全度
を確保しながら、可能な限り多
自然川づくりなどの考え方に
よって水辺環境を保全・創出で
きる河川整備を進める。
　都市と農山村地域の総合的な
交流を目的した「岡崎せせらぎ
回廊構想」との連携を図りなが
ら、水辺環境の整備に努める。

34 河川法面等の草刈

【愛知県】
10 多自然川づくり
11 水辺林や植樹等（水辺の
緑の回廊）
12 自然環境の保全・復元
13 子どもの水辺活動支援
【国】
5 利用推進事業

湿地の保全

　北山湿地や小呂湿地の貴重な
自然を維持するために、市民と
の協力のもとで保全活動を推進
していく。
　自然保護の大切さや必要性の
理解を深めるために観察会等の
イベントを開催していく。

35 北山湿地・小呂湿地の保
全

農業用水の
上部利用

　パイプライン化された農業用
水路の上部について、せせらぎ
水路の整備等の有効利用を進
め、親しみやすい水環境の創造
に努めていく。
　上部利用の方法については、
計画段階から地域の市民ととも
に検討していく。

36 清掃活動等
37 農業用水路の上部利用

親水公園等
の整備

　水環境に興味を持ち、水環境
の保全や創造について考える
きっかけとして水辺に親しむ機
会が増えるよう親水公園や親水
施設の整備を進める。
　水辺への親しみやすさの向上
を図り、家族で憩え、子どもが
遊ぶことができる水辺の創出を
進める。

38 矢作川水辺プラザ事業

　カワバタモロコ、メダカ、ネ
コギギ、ウナギやヌマエビ等の
在来種減少の大きな要因になっ
ていると考えられる外来種を駆
除するとともに、在来種が棲み
やすい水辺環境を創造すること
で保護に努めていく。

39 多自然川づくりの推進
40 ホタルの保護活動・飼育
活動の実施

【愛知県】
10（再掲） 多自然川づくり

在来種の保護

対　　策 概　　要
区　　　分

基
本
方
針
【
水
辺
環
境
】
　
岡
崎
在
来
の
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
ま
ち
を
つ
く
る

水辺の保
全

水辺空間
の整備
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表 11-5 基本方針【水との関わり】「水との関わりを深め、水を通してつながりあう」ための既存施策 

岡 崎 市 愛知県　または　国

文化活動の
活性化

　既存の文化活動や史跡を保
存・活性化させるとともに市内
外へ積極的に情報発信すること
で水環境を活用した文化活動に
ふれ、水環境について考える機
会が多くなるようにしていく。

41 岡崎観光夏まつり花火大
会

市民の自主
的な活動の
促進

　市民や事業者に市民環境目標
への取り組みや河川の清掃活
動、草刈作業等に積極的に参加
する等の自主的な活動を促して
いく。

42 河川愛護活動
22(再掲) 清掃活動等（農業
用水路）
43 清掃活動等、農地・水・
環境向上対策
44 河川美化団体の助成
45 伊賀川一斉清掃
46 菅生川草刈一斉清掃

【愛知県】
8（再掲） 清掃・除草（報
奨制度）
14 農地・水・環境保全向上
対策（地域での取り組み支
援）

情報の共有
化

　市民間あるいは行政と市民間
でお互いの情報を共有できるよ
う、市民が利用しやすい形で有
効な情報が手元に届くように、
積極的な情報の発信と伝達手段
を工夫していきます。

【国】
3（再掲） 河川等公共用水
域水質監視

新たな観光
資源の創造

　市民が水環境に親しみ、関心
を高めてもらえるように、ま
た、市外の多くの人々にも岡崎
の特色ある水環境を知ってもら
うために、水に関わる新しい観
光資源の創造に努めていく。

47 舟遊び（乙川観光船事
業）

環境学習の
促進

　市民へ生活と水環境との結び
つきや、水環境に関連する知識
を提供するとともに、市民が自
分たちの手で水環境に触れ、水
環境の大切さを体験して理解で
きるような環境学習を促進して
いく。

48 自然環境啓発イベント
（おと川リバーヘッド大作
戦）
49 水道週間

小中学校で
の水環境改
善への取り
組み

　全ての小中学校で水質や生
物、生態系の保全に取り組むよ
うにする。

50 環境教育の支援
【国】
2（再掲） 水生生物調査

　上流側の住民と下流側の住
民、あるいは隣同士の川の流域
の住民の間で交流を深め、お互
いに協力し合うため、既存の
「水とみどりの森の駅整備事
業」の推進や流域ツアー、林業
や農業の体験ツアー等によっ
て、岡崎市内での縦断的、横断
的交流を促進していく。

51 水とみどりの森の駅事業

　水環境を保全・創造するため
に、財源が不足する場合には市
民や事業者からの寄付金や募金
等を充実するなど、財源の確保
について検討する。

対　　策 概　　要
区　　　分

基
本
方
針
【
水
と
の
関
わ
り
】
　
　
水
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
水
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
う

人と水の
関わりの
強化

環境学習
等の促進

上下流域間交流の促進

財源の確保の検討
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第12章. 水環境創造プランにおける重点施策 

水環境創造プランの計画目標を達成するため、第２編の「岡崎市の水環境の現状」（p.53 参
照）より「重点的に対策実施が必要な８つの視点」を設定し、更なる推進を図る既存施策の抽

出と新規施策の立案を行い、水環境創造プランにおける重点施策として位置づけました。 
 

重点施策の視点① 森林の持つ公益的機能のひとつである水源涵養機能を十分発揮
できる森林の形成を目指すとともに、林業後継者の育成を図り、効

率的な森林整備の推進体制を構築する。また、これにより雨水の

河川流出を抑制し、河川氾濫の低減を図る。 

水源涵養機能の向上 

 

重点施策の視点② 浚渫時に「ため池まつり」を行い、外来種の駆除や水に親しむ機会

をつくり、ため池を複合的に活用する。 ため池の活用 
 

 

河川やため池などの水環境に対してアダプトプログラムを導入す

る。また、ボランティアの人材リストを作成するなど、各種活動の情

報を発信する。 

重点施策の視点③ 
市民・ボランティアとの連携強化

 

 

重点施策の視点④ 水辺環境の整備、水辺マップの作成、すばらしい水辺の保存など

により、親水性の向上を図る。 親水性の向上 
 

 

重点施策の視点⑤ 外来種の駆除、在来種の保護、魚道の整備、多自然川づくりの推

進など生態系に配慮した川づくりを行う。 生物にやさしい川づくり 
 

 

重点施策の視点⑥ 現在生息しているホタルを保護すると同時に、ホタルの生息域拡

大を図る。 乙川のホタルライン化 
 

 

農地が持つ貯水機能、保水機能を活かすため、遊休農地、耕作

放棄地の防止を行い、農用地の適正管理に努める。また、多様な
生態系を守り、育むため環境保全型農業の推進を行う。 

重点施策の視点⑦ 
農地の有効利用 

 

 

大規模開発、公共施設等への雨水浸透の義務付けや雨水の再
利用、中水利用の促進を図るとともに、降雨による内水氾濫の防

止を図る。 

重点施策の視点⑧ 
雨水の貯留浸透・再利用 

 

図 12-1 水環境創造プランの基本方針と重点施策の視点の関係 
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 基本方針 1 「雨を受け止め、時間をかけて川へ流し、上手に水を使う」 

基本方針 1を達成するために、以下に示す 9の具体的な施策を重点的に実施していきます。 
  
施策 1-1 低コスト木材生産システムの確立 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 林業経営下における森林整備の遅れは、近年の木材市場価格低迷で伐倒搬出コ

ストを相殺できず、林業家に負担を強いられていることに起因している。この

ため、伐倒搬出にかかるコストを下げる、いわゆる、低コスト木材生産システ

ムを確立し、林業家（森林所有者）の意欲的な森林整備を促す。 
低コスト木材生産システムとは、集団施業（森林施業団地化促進事業）、高密度

簡易作業路、3種類の高性能林業機械のセット化をいいます。 
・ 森林施業団地化促進事業 
    一括的に作業ができるよう、団地共同施業計画を樹立する。 
・ 作業路整備(高密度簡易作業路) 

   施業団地化の図られたエリヤに、決め細やかな簡易作業路を積極的に整
備する。 

・ 高性能林業機械の整備 
    スイングヤーダー・プロセッサ・フォワーダ 

 
 

目的・効果 林業家の意欲的な森林整備を促し、補助制度の薄い用材林の間伐が促進され、
水源涵養機能を満たす整備林を増やす。 

目 標 年 次 長期（24年以内） 
岡崎市 林務対策室 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業  

関 連 計 画 岡崎市森林整備計画 
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施策 1-2 水源林の間伐対策事業 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 間伐対策事業を始め、国、県及び矢作川水源基金等の特定財源に加え市費の充

当を持っても森林所有者への負担は拭えず、森林整備への意欲を減退させてい

る。21 年度から予定される県の森林環境税による森林整備との整合性を図りな
がら、市費による施策の充実を図っていく。 

目的・効果 森林整備に無関心の森林所有者に強く理解を求められる。 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 林務対策室 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業 ○ 

  
施策 1-3 林業後継者育成事業 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 ・ 国の制度を活用し、プロ・セミプロとして間伐作業ができる山林労働後継者

を育成していく。 
・ ボランティア活動から作業班員への転換 
・ 就労条件の改善 

目的・効果 山林労働者及び林業後継者の育成が期待される。 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 林務対策室 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民  企 業  

関 連 計 画 緑の雇用担い手事業 
  
施策 1-4 森林情報管理事業 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 森林整備が進まない原因のひとつである、境界の確定を行う。 

GPSを活用し、市独自の GISシステムを確立させ、森林情報管理を行えるよう
にする。 

目的・効果 システムを整備することにより、境界の明確化と一括管理受託により適正な森
林整備を推進することができる。 

目 標 年 次 長期（24年以内） 
岡崎市 林務対策室 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民  企 業  
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施策 1-5 水源林の公的管理の検討 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 良質で安定的な水を確保するためには、人工林を適切に管理し水源涵養機能を

維持していく必要があるが、民間所有の人工林では人材やコストの問題から適

切な管理が難しい状況にある。そこで森林の現状を把握したうえで、水源涵養

機能を維持していくための計画作りを進め、森林所有者との協力により公的管

理による方策を検討する。 
目的・効果 水源涵養 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 環境保全課、林務対策室、水道局工務課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民  企 業  

  
施策 1-6 休耕田や非かんがい期の水田への湛水 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上、農地の有効活用 
概 要 本市の山間部では、高齢化、後継者不足などにより耕作放棄地や遊休農地があ

る。農地、特に水田は森林と同様に水源として水を貯える能力があることから、

耕作放棄地などに水を張り、地下水の涵養などを行う。 
なお、水を張ることにより、鳥の餌場となるなど自然環境の創出にもつながる。 
まずは、モデル地区として行い、近隣の地下水位などを調査しながら、その効

果を検証する。 

 
 

目的・効果 水源涵養、洪水流出抑制、良好な自然環境 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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施策 1-7 緑化の推進 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 地域に最も密着した施設である公園や道路等の公共施設や民有地における緑化

を推進することにより、都市地域における緑豊かで良好な生活環境づくりを行

い、緑化意識の高揚を図ると共に都市景観の形成、自然環境の保全、都市防災

に資する効果等の機能を発揮させる。 
 

 
 

目的・効果 ・ヒートアイランド緩和 
・地下水涵養 
・洪水流出抑制 
・都市景観の向上 

目 標 年 次 中期（６年以内） 
岡崎市 公園緑地課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業 ○ 

関 連 計 画 緑の基本計画 
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施策 1-8 湧水の実態調査 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上、親水性の向上 
概 要 岡崎市内には山間部を中心に湧水が多数存在しているが、これまでに資料とし

てとりまとめられたことがない。そこで、どこに湧水があり、どれほどの水量

があるのか調査を行い、湧水マップを作成し、水源涵養事業の基礎資料や施策

のモニタリング評価の補助資料として活用する。 
なお、作成したマップはホームページなどで公表し、親水性の高いものは、「水

辺ふれあいマップ」にも掲載する。 

 
＜ 鳥川の名水＞ 

目的・効果 水源涵養調査や施策のモニタリング評価として活用すると共に、これを公表す
ることにより森林や水環境に対する意識啓発を行う。 

目 標 年 次 短期（３年以内） 
岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  

  
施策 1-9 「ため池保全連絡会議」の設置と「ため池保全計画」の策定 

重点施策の視点 ため池の活用 
概 要 「愛知県ため池保全構想」に基づき、「ため池保全連絡

会議」の設置と「ため池保全計画」を策定する。 
【ため池保全連絡会議】ため池管理者、関係部局、地域

住民、専門家等と連携した「ため池保全連絡会議」

を設置し、「ため池保全計画」を策定する。 
【ため池保全計画】ため池の概要、保全の基本的考えや

当面の具体的整備計画、ソフト対策等の予定を記載

する。 
目的・効果 ・ため池保全に関する事業の推進 

・ため池の状況把握 
目 標 年 次 短期（３年以内） 

岡崎市 農地整備課 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民  企 業  

関 連 計 画 愛知県ため池保全構想 
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 基本方針 2 「汚れのもとを減らし、清らかな流れを保つ」 

基本方針 2を達成するために、以下に示す 5つの具体的な施策を重点的に実施していきます。 
  
施策 2-1 合併処理浄化槽の普及 

重点施策の視点 生物にやさしい川づくり、乙川のホタルライン化、親水性の向上 
概 要 岡崎市では川の水の汚れの原因として、

単独処理浄化槽(し尿だけを処理する浄化
槽)設置家庭や汲取り処理家庭からの生活
雑排水による負荷が大きな割合を占めて

いる。そこで、単独処理浄化槽や汲取り

処理から合併処理浄化槽への転換を促進

していく。 
目的・効果 公共用水域の水質保全 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 廃棄物対策課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  

関 連 計 画 公共下水道等の整備計画 
  
施策 2-2 下水道の整備(汚水) 

重点施策の視点 乙川のホタルライン化 
概 要 公共下水道及び農業集落排水施設

の効率的な汚水施設等の整備を進

め、衛生的で快適な生活環境を実

現する。 

目的・効果 公共用水域の水質保全 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 下水工事課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 

関 連 計 画 全県域汚水適正処理構想 
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施策 2-3 合流式下水道改善事業 

重点施策の視点 乙川のホタルライン化、親水性の向上 
概 要 古くから下水道を整備した市街地（950ha）では、汚水と雨水を同じ管路で排除

する合流式下水道を採用しているため、一定以上の大雨になると未処理下水が

雨水と一緒になって河川に放流される機能的な弱点がある。そのため、処理機

能を強化し、排出する汚濁負荷量等を分流式下水道並みに削減することにより、

良好な水環境を実現する。 
 

 
 

目的・効果 水質の改善 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 下水工事課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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施策 2-4 アダプトプログラムによる清掃や水質浄化活動 

重点施策の視点 市民・ボランティアとの連携強化、生物にやさしい川づくり、乙川のホタルラ
イン化、親水性の向上 

概 要 市民と行政が互いの役割分担を定め、両者のパートナーシップのもとで河川美
化活動を行う。 
取組としては、河川の一定区間ごと、ため池ごとにボランティアを募り、各区

域と参加者（ボランティア団体等）が縁組（Adopt）し環境美化活動を委託する。 
委託に当たっては、管理協定を策定し行政の役割・市民の役割を明記する。 
また、、河川愛護団体への報償金制度についても継続し、選択できるようにする。 
なお、モデル地区で実施し、その事業評価を行った後、他地区への展開を検討

する。 
 

 
 

目的・効果 河川が地域住民の共有財産であるという認識の基に、市民と行政との協働によ
る美化活動を通じて、河川愛護意識の高揚と良好な河川環境を創出する。 

目 標 年 次 中期（６年以内） 
岡崎市 河川課、環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  

関 連 計 画 岡崎市公共工事ベストバリュープラン 
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施策 2-5 市民による水質一斉調査と「あいちの水循環再生指標」による評価 

重点施策の視点 市民・ボランティアとの連携強化、生物にやさしい川づくり、乙川のホタルラ
イン化、親水性の向上 

概 要 市民の方に水辺に関心を持ってもらうため、また、河川の状況について、ＢＯ
Ｄの水質項目だけでなく、ごみの様子、魚の有無など水量、水質、生態系、水

辺について調査を行う。調査は、毎年夏季に実施し、あいち水循環再生指標を

用いて行ない、市内全体の水環境健全度について評価を行なう。 
 
 
 

 
 
 

目的・効果 ・ 市民との連携強化 
・ ボランティア活動の活発化 
・ 環境意識の向上 
・ 親水性の向上 

目 標 年 次 短期（３年以内） 
岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  

＜フェイスチャートの例＞ 

＜レーダーチャートの例＞ 
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 基本方針 3 「雨を流域にとどめて水害を減らし、渇水や震災に備える」 

基本方針 3を達成するために、以下に示す 4つの具体的な施策を重点的に実施していきます。 
  
施策 3-1 遊水地の整備 

重点施策の視点 雨水の貯留浸透・再利用 
概 要 乙川流域における治水安全度を向上させる

ため、山綱川合流点下流の美合地区への遊水

地の整備を検討していく。 
 

目的・効果 治水対策 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 河川課 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民  企 業  

関 連 計 画 乙川圏域河川整備計画、岡崎せせらぎ回廊構想 
  
施策 3-2 下水道の整備(雨水) 

重点施策の視点 雨水の貯留浸透・再利用 
概 要 集中豪雨や都市化の進展に伴う雨水流出量の増加により、市街地の低地部に浸

水の危険が高まっていることから、雨水管や雨水ポンプ場などの排水施設を整

備し、大雨にも強い安全な都市を実現する。 
目的・効果 浸水の防除 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 下水工事課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業 ○ 

関 連 計 画 全県域汚水適正処理構想 
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施策 3-3 雨水の有効利用に配慮した公共施設の指針づくり 

重点施策の視点 雨水の貯留浸透・再利用 
概 要 現在、雨水の貯留浸透・再利用機能を持った公共施設は、高年者センター、中央

総合公園など数少ない。また、その設置については明確な方針はなく、担当者の

雨水貯留浸透施設に対する理解に頼るところが大きい。そこで、市が建設する一

定規模以上の公共施設については、雨水貯留浸透・再利用施設の設置を義務付け

るなどの雨水の有効利用に配慮した公共施設の設計指針を作成し、これに基づい

て今後は公共施設の建設を行なうものとする。指針の策定にあたっては庁内横断

的な組織を立ち上げ、意見をまとめるものとする。 
 

 

 
目的・効果 河川流量の増加、浸水被害の低減 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民  企 業  
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施策 3-4 雨水貯留浸透施設設置補助事業の拡充 

重点施策の視点 雨水の貯留浸透・再利用 
概 要 市街化の進展に伴う緑地、水面の雨水浸透面積の減少等による雨水流出量の増

大や都市型集中豪雨が多発し市街地の浸水被害が多発している。このため、市

民と行政が協働して雨水貯留浸透施設の設置をすることにより雨水の流出抑

制、地下水の涵養を行い、健全な水循環の育成と併せて資源の有効利用を図る。

 

補助対象施設：既存浄化槽転用雨水貯留槽、雨水貯留槽、雨水浸透施設（浸透

ます、浸透管浸透側溝、透水性舗装） 

補助対象区域：市内全域。ただし、既存浄化槽転用雨水貯留槽の場合公共下水

道認可区域及び岡崎市農業集落排水事業区域 

補助額： 

既存浄化槽転用雨水貯留槽 補助率２／３ 上限１０万円（１基当たり） 

雨水貯留槽 補助率２／３ 上限１０万円（１宅地当たり） 

雨水浸透施設 補助率２／３ 上限１０万円（１宅地当たり） 

 

 

目的・効果 雨水の流出抑制、地下水の涵養 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 下水施設課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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 基本方針 4 「岡崎在来の豊かな自然とふれあえるまちをつくる」 

基本方針 4を達成するために、以下に示す 7つの具体的な施策を重点的に実施していきます。 
  
施策 4-1 水辺の竹害駆除 

重点施策の視点 親水性の向上 
概 要 繁殖力の強い竹により川が覆われ水辺が見れない、近づけないなど親水性の低

下による水辺環境の悪化が進んでいる。また、生態系の面においても繁殖力の

強さから既存の植生を破壊したり、生態系を単純化させるなどの問題が生じて

いる。さらに竹は土壌の保持能力が弱いため、がけ崩れなどを生じやすい。こ

の様な竹害から水辺を守るため、地域住民及び関係団体などが協力して竹林の

伐採などを行う。 
 

 

 
目的・効果 ・ 親水性の向上 

・ 生物多様化の向上 
・ 環境意識の向上 

目 標 年 次 中期（６年以内） 
岡崎市 自然共生課、環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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施策 4-2 農業用水路の上部利用 

重点施策の視点 親水性の向上、市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 国営新矢作川用水農業水利事業により用水施設がパイプライン化されるため、

水路上部を管理道、遊歩道、せせらぎ水路、休憩施設等により、農業用水利施

設を活用した親水空間、憩いの場として整備するとともに地域用水の育成管理

を行う組織を形成する。 
 

 

 

 
農業用水の上部利用のイメージ（上；北野幹線、下；六ツ美幹線） 

 
目的・効果 ・ 親水性の向上 

・ 農業用水利施設への関心度の向上 
・ 市民との連携強化 

目 標 年 次 中期（６年以内） 
岡崎市 農地整備課 行 動 主 体 
国 ○ 愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業  

関 連 計 画 ・国営新矢作川用水農業水利事業 
・県営水環境整備事業 
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施策 4-3 遊歩道の整備の検討 

重点施策の視点 親水性の向上 
概 要 現在、乙川の吹矢橋より下流域においては、河川緑地として位置付けられてお

り、親水性の高い場所となっている。また、竹橋から御用橋までは、今後河川

整備計画に基づいて整備が進められる場所である。そこで、その間（吹矢橋か

ら竹橋までの区間）で、遊歩道の整備などがされれば、乙川下流域全体が親水

性の高い場所となる。 
遊歩道の整備を念頭に、地元、愛知県、岡崎市が協議･話し合い、この区間にお

いて親水性の高い場所となるよう検討を行う 
 
 
 
 
 
 

連携イメージ図 

 
乙川（竹橋付近） 

目的・効果 親水性の向上 
目 標 年 次 短期（３年以内） 

岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業  

 

愛知県

地 元

岡崎市

協議 
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施策 4-4 外来種駆除のためのイベント、池干し時の魚つかみどり大会の実施 

重点施策の視点 生物にやさしい川づくり、親水性の向上、市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 ため池は農業の用水確保の目的以外にも、自然環境の保全、洪水の調整、憩い

の場など多面的な機能を持っている。そこで、ため池の池干し時に、子どもを

中心とした近隣の住民が集まり、ブラックバスなどの外来種を駆除し、本来の

生態系に戻すためのイベントを開催する。（概ね 1年 1箇所程度の実施） 

 
目的・効果 自然環境の保全 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 自然共生課、農地整備課、河川課、公園緑地課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  

関 連 計 画 ため池保全構想 
  
施策 4-5 魚の遡上を阻害する構造物の改修 

重点施策の視点 生物にやさしい川づくり、親水性の向上 
概 要 魚の遡上を阻害する堰堤については、河川

の改修時などに魚道を整備しているが、今

後、農業用堰堤についても改修を行うとき

に、魚道の設置を進めていく。 

目的・効果 親水性の向上 
目 標 年 次 長期（２４年以内） 

岡崎市 河川課、農務課、農地整備課 行 動 主 体 
国 ○ 愛知県 ○ 市 民  企 業  
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施策 4-6 多自然川づくりの推進 

重点施策の視点 親水性の向上、生物にやさしい川づくり 
概 要 「多自然川づくり基本指針」を基に可能な範囲で川づくりを進めていく。 

推進するにあたり、河川管理の各段階における技術の向上や手法の確立等が必

要となることから、担当者が多自然川づくりのポイントや留意点などをよく理

解し、取組を通じて調査研究に努める必要がある。 
・研修会への参加や内部講習会の実施 
・これから改修する河川については、計画・設計段階においての取り組みを強

化していく。 
特に、これから河川改修を実施していく占部川、岩田川等で取組を予定してい

る。 
 

 
 

目的・効果 河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・
創出する。 

目 標 年 次 長期（24年以内） 
岡崎市 河川課 行 動 主 体 
国 ○ 愛知県 ○ 市 民  企 業  
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施策 4-7 ホタルの保護活動・飼育活動の実施 

重点施策の視点 乙川のホタルライン化、親水性の向上、市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 ゲンジボタル発祥地として天然記念物に指定されているホタルを絶やさないよ

うに、ホタルの発生している地域や発生可能な地域の小中学校に保護・飼育活

動を呼びかけ保護活動を行う。 
また、ホタル観賞会などをおこない環境意識の向上を図る。 

 

 
目的・効果 ・ ホタルの保護 

・ ホタルの生息域、生息数の拡大 
・ 環境意識の向上 

目 標 年 次 長期（24年以内） 
岡崎市 自然共生課、生涯学習課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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 基本方針 5 「水との関わりを深め、水を通してつながりあう」 

基本方針 5を達成するために、以下に示す 8つの具体的な施策を重点的に実施していきます。 
  
施策 5-1 ボランティア講師による環境学習の推進 

重点施策の視点 市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 今後、本市の環境を良くするには、将来を担う子供たちに対する環境教育が重

要であり、そのために保育園、小中学校や地域の環境学習をさらに発展、拡大

する必要がある。そこで、従来、主に市職員が行ってきたが、これからは、森

林、水環境に対して専門的、先進的な知識や技術を持つ方を「ボランティアリ

ーダー」として登録し、小中学校における総合学習や地域における学習会等に

派遣し、環境学習の充実を図るものとする 
なお、ボランティアリーダーとして登録するには、市が実施するボランティア

リーダー養成講座を受講するなど、一定の知識や実務経験を有することを条件

とする。 
目的・効果 環境学習の充実 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 自然共生課、環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業 ○ 

関 連 計 画 環境基本計画 
  
施策 5-2 水環境に関する情報の発信 

重点施策の視点 市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 市のホームページに、水質、水量、災害、自然に関する情報、水環境に関する

各種団体のイベント、保全活動の情報などを総合的に掲載したサイトを開設し、

広く市民の方に水環境について理解を深めてもらう。 
また、水環境に関するボランティアリストを作成し、イベントや事業を行う際

に電子メールなどにより情報提供を行い、環境活動の活性化を図る。 
目的・効果 情報の提供 
目 標 年 次 短期（３年以内） 

岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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施策 5-3 「水辺ふれあいマップ」の作成 

重点施策の視点 親水性の向上 
概 要 自然環境は、楽しく、潤いあるひとときを過ごすことのできるかけがえのない

存在である。河川と市民とのふれあいの場や身近な環境教育の場としてより安

全に河川環境に親しむことのできるよう、水辺にふれあうことのできる箇所を

とりまとめ「水辺ふれあいマップ」を作成する。 
目的・効果 ・ 親水性の向上 

・ 水への関心度向上 
・ 環境意識の向上 

目 標 年 次 中期（６年以内） 
岡崎市 自然共生課、環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  

  
施策 5-4 乙川サミットの開催 

重点施策の視点 市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 水環境プランでの水環境目標の達成に向けて『乙川サミット(仮称)』を設立・開

催し、参加団体の活動の紹介や意見交換を毎年行っていく。 

  
写真 12-1 乙川サミットのイメージ 

 

「乙川サミット」の概要と目的 

乙川に関係する団体（学校、漁協、美しくする会、岡崎市、愛知県、国な

ど）が一堂に会して、各団体の活動や事業を紹介し、お互いの活動に対して

理解を深めることを目的とする。また、定期的に乙川サミットを開催するこ

とにより、相互の連携を深めるための一助となり、乙川流域全体としての活

動活性化を目指す。 
「乙川サミット」の参加団体（案） 

・ 小学校（美合小学校、生平小学校、鳥川小学校など） 
・ 中学校（河合中学校など）、高校、大学（人間環境大学など） 
・ 漁協（岡崎市漁協、男川漁協など）、 
・ 森林組合、土地改良区などの農業者団体 
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・ 市民団体（菅生川を美しくする会、乙川を美しくする会など） 
・ (財)矢作川水源基金 
・ 矢作川沿岸水質保全対策協議会 
・ 国（豊橋河川事務所） 
・ 愛知県（西三河建設事務所、西三河農林水産事務所） 
・ 岡崎市（河川課、自然共生課、水道局、環境保全課など） 

「乙川サミット」の内容（案） 

・ 参加団体の活動紹介 
・ 意見交換会(各団体の課題･問題点の洗い出し、乙川の将来についての意
見など) 

「乙川サミット」の将来展望 

・  共同事業の実施 
・  新たな組織の立ち上げ など 

「乙川サミット」の実施時期 

毎年 8月ごろに実施する。 
「乙川サミット」の事務局 

岡崎市環境保全課 

目的・効果 連携意識の醸成、参加団体間の情報共有 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国 ○ 愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業 ○ 

  
施策 5-5 岡崎水辺百選の実施 

重点施策の視点 親水性の向上、市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 【STEP1】フォトコンテストの開催 

「水」をキーワードに将来へ残したい場所の写真を募集し、市民の水環境へ

対する関心を高める。また、募集の際は、良いところだけでなく、悪い場所、

嫌いな場所についても募集し、悪い場所については、関係者と協議しながら、

今後改善を行っていく。 
【STEP2】水辺百選の選出と保全 
フォトコンテトを数年行い、データを蓄積した後、あらためて水辺百選とし

て選出し、将来へ残したいすばらしい水環境を保全していく。 
目的・効果 親水性の向上 
目 標 年 次 中期（６年以内） 

岡崎市 環境保全課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業 ○ 
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施策 5-6 「森の駅」事業の拡充 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 守り育てるべき「自然環境」と守り育てるための「地域活動」があり、市民が

自然を学び、体験できる機会が提供され、交流が生まれる所を「森の駅」と位

置づける。森の総合駅及び森の駅（４箇所）、森の駅育成地区（５箇所）を指定

し、各駅で環境保全活動、自然観察会等を開催する。 

 

 
目的・効果 旧額田町との合併により水道水源の５０㌫を占める乙川の水源地と豊かな自然

を有することになった。「水資源」と「豊かな自然環境」を将来に継承するため、

保全・育成し活用することを目的とし、地域資源を活用した市民活動団体の支

援や、市民交流を促進し、環境保全に対する市民意識の高揚を図る。 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 自然共生課 行 動 主 体 
国  愛知県  市 民 ○ 企 業  
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施策 5-7 矢作川流域における関係団体との連携 

重点施策の視点 親水性の向上、市民・ボランティアとの連携強化 
概 要 矢作川は本市の西部を流れる主要な河川であり、本市は全て矢作川流域に含ま

れる。よって本プランの事業を推進すれば、矢作川の水環境の改善が推測され

るが、矢作川は本市だけでなく、他自治体にもまたがるため、他自治体での施

策も重要である。したがって、本プランの理念、施策などを矢作川流域の他の

自治体、関連団体にも働きかけ、提唱していく。具体的には、矢作川沿岸水質

保全対策協議会、（財）矢作川水源基金の活動を通して、水質、水量などの確保

を図るとともに、愛知県が策定している「あいち水循環再生基本構想」との連

携を図るものとする。 
目的・効果 水量、水質の改善、市民との連携強化 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 企画課、環境保全課 行 動 主 体 
国 ○ 愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業 ○ 

  
施策 5-8 森林環境税の導入 

重点施策の視点 水源涵養機能の向上 
概 要 森と緑づくりのための税を愛知県が導入予定。 

【導入時期(予定) 】2009年 4月 
【税の使用目的】「森林」、「里山林」、「都市の緑」を一体的に整備、保全し、「山

から街まで、緑豊かな愛知」の実現を目指す。 
【主な施策案】 
・ 放置された森林の再生（手入れ不足の森林を公益的機能の発揮を重視した森

林として再生） 
・ 里山林の保全･活用（地域の新しいニーズを活かして里山林を整備・保全 
・ 都市の緑の充実（民有地の緑を積極的に保全・創出） 

目的・効果 森林保全 
目 標 年 次 長期（24年以内） 

岡崎市 ― 行 動 主 体 
国  愛知県 ○ 市 民 ○ 企 業 ○ 
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表 12-1 基本方針と重点施策のまとめ 

岡崎市 国
愛
知
県

市
民
企
業

H20 H21 H22 H23 H24 H25
H26
～
H43

1-1
低コスト木材生産シス
テムの確立

林務対策室 ● ●

1-2 水源林の間伐対策事業 林務対策室 ● ● ●

1-3 林業後継者育成事業 林務対策室 ●

1-4 森林情報管理事業 林務対策室

1-5
水源林の公的管理の検
討

環境保全課
林務対策室
水道局工事課

1-6
休耕田や非かんがい期
の水田への湛水

環境保全課 ●

1-7 緑化の推進 公園緑地課 ● ●

1-8 湧水の実態調査 環境保全課 ●

1-9
「ため池保全連絡会
議」の設置と「ため池
保全計画」の策定

農地整備課 ● ●

2-1 合併処理浄化槽の普及 廃棄物対策課 ●

2-2
下水道の整備
（汚水）

下水工事課 ● ●

2-3
合流式下水道
改善事業

下水工事課 ●

2-4
アダプトプログラムに
よる清掃や水質浄化活
動

河川課
環境保全課

●

2-5
市民による水質一斉調
査と「あいちの水循環
再生指標」による評価

環境保全課 ●

3-1 遊水地の整備 河川課 ●

3-2
下水道の整備
（雨水）

下水工事課 ● ●

3-3
雨水の有効利用に配慮
した公共施設の指針づ
くり

環境保全課

3-4
雨水貯留浸透施設設置
補助事業の拡充

下水施設課 ●

4-1 水辺の竹害駆除
自然共生課
環境保全課

●

4-2 農業用水路の上部利用 農地整備課 ● ● ●

4-3 遊歩道の整備の検討 環境保全課 ● ●

4-4
外来種駆除のためのイ
ベント、池干し時の魚
つかみ取り大会の実施

自然共生課
農地整備課
河川課

公園緑地課

●

4-5
魚の遡上を阻害する構
造物の改修

河川課
農務課

農地整備課
● ●

4-6 多自然川づくりの推進 河川課 ● ●

4-7
ホタルの保護活動・飼
育活動の実施

自然共生課
生涯学習課

●

5-1
ボランティア講師によ
る環境学習の推進

自然共生課
環境保全課

● ●

5-2
水環境に関する情報の
発信

環境保全課 ●

5-3
「水辺ふれあいマッ
プ」の作成

自然共生課
環境保全課

●

5-4 乙川サミットの開催 環境保全課 ● ● ● ●

5-5 岡崎水辺百選の実施 環境保全課 ● ●

5-6 「森の駅」事業の拡充 自然共生課 ●

5-7
矢作川流域における関
係団体との連携

企画課
環境保全課

● ● ● ●

5-8 森林環境税の導入 － ● ● ●

実施時期

【水量】
雨を受け止
め、時間を
かけて川へ
流し、上手
に水を使う

【水との関
わり】

水との関わ
りを深め、
水を通して
つながりあ

う

基本方針 No. 重点施策

行動主体

【水質】
汚れのもと
を減らし、
清らかな流
れを保つ

【水辺環
境】

岡崎在来の
豊かな自然
とふれあえ
るまちをつ
くる

【災害】
水を流域に
とどめて水
害を減ら
し、渇水や
災害に備え

る
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第13章. 水環境創造プランにおけるブロック毎の重点施策 

水環境創造プランにおける５つのブロック毎に、それぞれの流域の特徴を踏まえて、重点施

策を以下のとおりとします。 
 
 
 
 
 
 

 
 

男 川 

川 田 広
川  

安 
藤 

広田川・安藤川ブロック

郡界川(川向町付近) 

乙川下流ブロック 

青木川・郡界川ブロック 鹿乗川ブロック

男川(御所戸橋付近)

鹿乗川(暮戸町付近)

川 界 郡 

川 
木 

鹿 
乗 
川 

乙 
川 

乙 川 

青 

川 
作 

矢 

矢作川（乙川合流付近） 

広田川 

青木川(矢作川合流付近)

安藤川(中島町付近) 
乙川(岡崎公園付近)

乙川上流ブロック 

図 13-1 水環境創造プランにおけるブロック分け 
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 ＜乙川上流ブロックの特徴＞ 

乙川上流ブロックは、岡崎市の水道水の約

50％を占める水道水源となっています。しか
し、現状では山林の荒廃や減少が進んでおり、

水源を涵養するための森林保全をすること

が必要です。また、ほとんどが自然系の流量

となっており、何も対策をしなかった場合の

将来(単純将来)における流量の減少や水質の
悪化は僅かですが、農業集落排水処理施設、

合併処理浄化槽で処理されている生活排水

は 3％程度で、水環境への配慮が行き届いて
いないという側面も持っています。第二東名のインターチェンジの建設が予定されており、計

画的な開発がされなければ水源地域での水量低下や水質悪化につながることも懸念されます。

さらに、乙川上流ブロックには、もっと魅力的で豊かな自然とふれあえる地域になることも望

まれています。 
したがって、乙川上流ブロックでは、「水量の確保」、「水質の改善」及び「水辺環境（水辺

の自然）の保全」を優先的に取り組む必要があると考えられます。 
 

 ＜乙川上流ブロックの重点施策＞ 

乙川上流ブロック 

男川(御所戸橋付近)

乙川上流ブロックで重点的に実施していく施策 
基本方針１(水量の確保)に対する施策 

・ 水源涵養機能の向上（森林の整備など） 
・ 湧水の保全（湧水マップの作成など） 
基本方針２(水質の改善)に対する施策 

・ 汚濁負荷量の削減（合併処理浄化槽の普及、家庭からの排水をきれいにする、事

業所からの排水をきれいにする、下水道整備の推進など） 
基本方針４(水辺環境の保全)に対する施策 

・ 水辺環境の保全と創出（自然環境の保全・復元、子供の水辺活動支援など） 
・ 在来種の保護（小中学校におけるホタルの保護活動・飼育活動の実施、ホタル鑑

賞会の実施など） 
基本方針５(水との関わり)に対する施策 

・ 情報の共有化（乙川サミットなど） 
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 乙川下流ブロック 

 ＜乙川下流ブロックの特徴＞ 

乙川下流ブロックでは、水道用水などと

して河川の水を大量に取水しているため、

乙川上流ブロックも含めた水量の確保が

必要となります。また、何も対策を実施し

ない場合（単純将来）において、乙川上流

から流れてくる水のために流量の減少は

少ないですが、市街化の影響などで水質は

環境基準を達成できなくなると予測され

ます。さらに、乙川下流ブロックに含まれ

る中心市街地は矢作川・乙川による浸水の

可能性があるために、災害への取り組みも重要です。 

乙川(岡崎公園付近)

したがって、乙川下流ブロックでは、「水量の確保」、「水質の改善」及び「災害（洪水・渇

水）への対応」に優先的に取り組む必要があると考えられます。 
 

 ＜乙川下流ブロックの重点施策＞ 

乙川下流ブロックで重点的に実施していく施策 
基本方針１(水量の確保)に対する施策 

・ 身近な緑を育てる（公共施設や民間施設への緑化推進など） 
・ ため池の保全（ため池保全計画の策定など） 
・ 雨水の貯留浸透及び雨水利用の促進（各種事業の推進、浸透施設設置補助の充実

など） 
基本方針２(水質の改善)に対する施策 

・ 下水道整備の推進 
・ 河川清掃の実施（清掃、除草など） 
・ 水質保全活動の実施（アダプトプログラムの実施など） 
・ 河川やため池の水質監視 
基本方針３(災害への対応)に対する施策 

・ 治水対策の推進（河道改修、調整池の整備、ため池の活用、(雨水)下水道整備の推
進、減災への取組みなど） 

基本方針５(水との関わり)に対する施策 

・ 情報の共有化（乙川サミットなど） 
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 青木川・郡界川ブロック 

青木川(矢作川合流付近) 

 ＜青木川・郡界川ブロックの特徴＞ 

青木川・郡界川ブロックでは、市街地の支川に

おいて水質が悪くなっています。青木川では、自

然系の流量が多いために、汚れた水が薄められて

きれいになっていますが、何も対策を実施しない

将来（単純将来）では、増加する人工系からの汚

れた水を薄める水が十分でないことから水質が

悪化すると予測されます。 
また、青木川・郡界川ブロックには、もっと水

辺の自然を保全することが望まれています。 

郡界川(川向町付近) 

したがって、青木川・郡界川ブロックでは、「水

質の改善」及び「水辺環境（水辺の自然）の保全」

に優先的に取り組む必要があると考えられます。 
 
 
 

 ＜青木川・郡界川ブロックの重点施策＞ 

青木川・郡界川ブロックで重点的に実施していく施策 
基本方針２(水質の改善)に対する施策 

・ 汚濁負荷量の削減（合併処理浄化槽の普及、家庭からの排水をきれいにする、事

業所からの排水をきれいにする、下水道整備の推進など） 
・ 河川清掃の実施（清掃、除草など） 
・ 河川やため池の水質監視 
基本方針４(水辺環境の保全)に対する施策 

・ 水辺環境の保全と創出（自然環境の保全・復元、子供の水辺活動支援など） 
・ 在来種の保護（外来種駆除のためのイベントなど） 
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 広田川・安藤川ブロック 

広田川 

 ＜広田川・安藤川ブロックの特徴＞ 

広田川・安藤川ブロックでは、市街地の割合

が高く、頻発する浸水被害の解消が大きな課題

となります。 
また、公共下水道が未整備の区域や、水質が

よくない河川もあります。何も対策を実施しな

い将来（単純将来）においては、人口が増える

ために河川の流量は増加しますが、同時に水質

も悪化すると予測されることから、水質改善の

ための取り組みが重要です。 

安藤川(中島町付近) 

したがって、広田川・安藤川ブロックでは、

「災害（洪水）への対応」と「水質の改善」に

優先的に取り組む必要があると考えられます。 
 
 
 
 

 ＜広田川・安藤川ブロックの重点施策＞ 

広田川・安藤川ブロックで重点的に実施していく施策 
基本方針２(水質の改善)に対する施策 

・ 下水道整備の推進 
・ 汚濁負荷量の削減（合併処理浄化槽の普及、家庭からの排水をきれいにする、事

業所からの排水をきれいにするなど） 
・ 河川等の水質監視 
基本方針３(災害への対応)に対する施策 

・ 治水対策の推進（河道改修、調整池の整備、(雨水)下水道整備の推進、減災への
取組みなど） 

・ 雨水の貯留浸透及び雨水利用の促進（各種事業の推進、浸透施設設置補助の充実

など） 
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 鹿乗川ブロック 

 ＜鹿乗川ブロックの特徴＞ 

鹿乗川ブロックでは、広田川・安藤川

ブロックと同様に市街地の割合が高く、

頻発する浸水被害の解消が大きな課題と

なります。 
また、公共下水道が未整備の区域があ

り、河川の水質では環境基準が達成でき

ていません。さらに何も対策を実施しな

い将来（単純将来）においては、人口が

増えるために河川の流量は増加しますが、

同時に水質も悪化すると予測されること

から、水質改善のための取り組みが重要で

したが

す

って、鹿乗川ブロックでは、「災害

取

 ＜鹿乗川ブロックの重点施策＞ 

ロックで重

り組む必要があると考えられけます。 
 

鹿乗川ブ

基本方針２(水質の改善

合併処理浄化槽の普

・ 

応)に対する施策 

・ 貯留浸透及び雨水利用の促進（各

)に対する施策 

・ 下水道整備の推進 
・ 汚濁負荷量の削減（

らの排水をきれいにするなど） 
河川等の水質監視 

基本方針３(災害への対

・ 治水対策の推進（河道改修、調整池の整

ど） 
雨水の

 

 
 

- 
鹿乗川(暮戸町付近)

。 
（洪水）への対応」と「水質の改善」に優先的に

点的に実施していく施策 

及、家庭からの排水をきれいにする、事業所か

備、(雨水)下水道整備の推進、減災への取組みな

種事業の推進、浸透施設設置補助の充実など） 
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 以上の各ブロックについて重点的に実施

していく施策について以下にまとめます。 乙
川
上
流 

乙
川
下
流 

青 

木 

川 

郡 

界 

川 

鹿 

乗 

川 
広 
田 
川 

安 

藤 
川 

基本方針１ 
重
点
ブ
ロ
ッ
ク 

重
点
ブ
ロ
ッ
ク 

雨を受け止め、時間をかけて川へ流し、上
手に水を使う 

関連施策 
 水源涵養機能の向上、 
 湧水の保全、 
 ため池の保全など 

基本方針２ 
重
点
ブ
ロ
ッ
ク

重
点
ブ
ロ
ッ
ク

重
点
ブ
ロ
ッ
ク

重
点
ブ
ロ
ッ
ク

重
点
ブ
ロ
ッ
ク

汚れのもとを減らし、清らかな流れを保つ 

関連施策 
 汚濁負荷量の削減、 
 下水道整備の促進、 
 河川清掃の実施など 

基本方針３ 
重
点
ブ
ロ
ッ
ク 

重
点
ブ
ロ
ッ
ク 

重
点
ブ
ロ
ッ
ク 

雨を流域にとどめて水害を減らし、渇水や震
災に備える 

関連施策 
 治水対策の推進、 
 雨水の貯留浸透・再利用など 
 

基本方針４ 
重
点
ブ
ロ
ッ
ク

重
点
ブ
ロ
ッ
ク

岡崎在来の豊かな自然とふれあえるまちを
つくる 

関連施策 
 水辺環境の保全と創出、 
 在来種の保護など 

基本方針５ 
重
点
ブ
ロ
ッ
ク

重
点
ブ
ロ
ッ
ク

水との関わりを深め、水を通してつながりあう

関連施策 
 情報の共有化など 

 
図 13-2 重点ブロックのまとめ 
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水環境創造アクションプラン 巻末資料 

 ・ 既存施策の内容（詳細版） 

 ・ 岡崎市水を守り育む条例（案） 

 

 





 
巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

1
水
源
地
域
の
森

林
整
備

矢
作
川
水
系
に
お
け
る
洪
水
や
水
不
足
に
対

し
、
行
政
が
行
っ
て
い
る
諸
制
度
を
補
完
し

充
実
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
矢
作
川
上
流
域

の
森
林
保
全
や
洪
水
調
節
、
水
源
開
発
に
伴

う
影
響
緩
和
措
置
を
、
上
下
流
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
協
力
し
て
進
め
て
い
く
。

（
財
）
矢
作
川

水
源
基
金

・
 
水
源
林
対
策
に
対
す
る
助
成

・
 
水
源
林
地
域
の
一
般
振
興
対
策
に
対
す
る
助
成

・
 
水
没
関
係
住
民
の
生
活
再
建
対
策
に
対
す
る
助
成

・
 
水
源
地
域
の
整
備
及
び
振
興
に
対
す
る
助
成

・
 
水
源
林
の
取
得
事
業

・
 
調
査
研
究
事
業
（
年
数
回
）

・
 
水
源
地
体
験
事
業
（
年
１
回
）

・
 
地
域
交
流
事
業
（
年
２
回
）

・
豊
田
市
と
岡
崎
市
に
、
水
源
地

体
験
事
業
の
連
携
実
施
を
依
頼

・
愛
知
県
内
の
矢
作
川
流
域
市
町

村
に
、
地
域
交
流
事
業
の
実
施
を

依
頼

矢
作
川
水
源
基
金
の
第
６
期
水
源

林
対
策
事
業
基
本
計
画
（
平
成
１

８
年
度
～
平
成
２
２
年
度
）
に
基

づ
き
、
助
成
事
業
を
実
施

（
県
内
助
成
５
ケ
年
で
２
５
，
０

０
０
０
千
円
、
県
外
助
成
５
ケ
年

で
２
０
，
０
０
０
円
）

岡
崎
市

企
画
課

2
森
林
整
備
・
下

草
刈
り

森
林
の
育
成
及
び
水
源
の
確
保
を
は
か
る
。

岡
崎
市
水
道

局
、
岡
崎
市
管

工
事
業
協
同
組

合

雨
山
ダ
ム
の
上
流
山
林
の
下
草
刈
り

毎
年
７
月
中
旬

岡
崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合
員
と

協
力
し
て
草
刈
り
を
行
っ
て
い

る
。

岡
崎
市

水
道
局
総

務
課

3
水
源
か
ん
養
林

事
業

農
業
用
水
の
安
定
供
給
及
び
水
質
の
保
全
し

農
村
環
境
の
整
備
促
進
を
図
る
。

明
治
用
水
土
地

改
良
区

明
治
用
水
土
地
改
良
区
が
行
う
水
源
か
ん
養
林
事
業
（
羽

根
・
平
谷
造
林
地
）
に
対
し
、
５
ヶ
年
計
画
か
ら
算
出
し

た
事
業
費
に
対
し
岡
崎
市
受
益
分
を
助
成
す
る
。

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

4
森
林
の
整
備
・

保
全

現
代
の
経
済
構
造
下
に
お
け
る
林
業
不
振
か

ら
放
置
山
林
が
増
え
、
公
益
的
機
能
を
発
揮

で
き
な
い
山
林
が
増
え
て
い
る
た
め
、
重
点

的
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

岡
崎
市
森
林
組

合
、
額
田
町
森

林
組
合

(
H1
8)

＜
矢
作
川
水
源
基
金
＞
　
人
工
造
林
5
.
1
h
a
、
下
刈

2
9.
96
h
a、
枝
払
い
14
.
15
ha
、
除
伐
6.
53
h
a、
間
伐
（
4

～
7
齢
級
）
8
4
.
6
3
h
a
、
間
伐
（
8
～
1
2
齢
級
）
2
0
.
5
5
h
a
、

補
助
金
約
1
3
0
0
万
円

＜
市
域
造
林
＞
　
人
工
造
林
2
.
9
6
h
a

＜
青
木
川
流
域
＞
　
人
工
造
林
0
.
0
5
ha
、
下
刈
4
.
7
9
h
a
、

枝
打
ち
0
.
0
0
h
a
、
除
伐
0
.
0
0
h
a
、
間
伐
（
4
～
7齢
級
）

1
.
2
9
h
a
、
間
伐
（
8
～
1
2
齢
級
）
0
.
0
0
h
a

新
規
財
源
の
創
出
に
期
待
を

か
け
て
い
る

他
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
徐
々
に

危
機
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

実
動
体
制
が
整
わ
ず
苦
慮
し
て
い

る
。

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
務
課

5

農
地
の
保
全
管

理 農
業
の
生
産
基

盤
の
整
備

都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
基
幹
的
な
農
業
労

働
力
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
農

業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
図
る
と
と
も

に
農
業
生
産
性
の
向
上
と
農
業
生
活
環
境
の

整
備
を
図
る
。

ま
た
、
施
設
整
備
後
に
お
け
る
施
設
の
維
持

管
理
・
修
繕
等
を
実
施
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
、

愛
知
県
、
岡
崎

市

ほ
場
の
大
区
画
化
、
農
道
の
整
備
、
用
水
路
の
整
備
等
の

推
進
ほ
場
整
備
事
業
の
啓
発

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
農
業

者
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
と
協
同
し
て

勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

施
設
の
維
持
管
理
者
で
あ
る
土
地

改
良
区
と
生
産
組
合
と
連
携
し
て

修
繕
等
を
実
施
し
て
い
る
。

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

6

農
地
の
保
全
管

理 農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対

策

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
、
農
業
用
の
用
排
水
路

等
の
施
設
管
理
活
動
を
行
い
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
。

活
動
団
体
（
農

業
者
及
び
非
農

業
者
で
構
成
）

内
容
：
遊
休
農
地
発
生
防
止
の
た
め
の
保
全
管
理
、
草

刈
、
泥
上
げ
、
農
地
周
辺
の
清
掃

時
期
：
通
年

団
体
数
：
３
１
団
体
（
５
０
集
落
）

平
成
1
9
年
度
か
ら
５
年
間
継

続
農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

基 本 方 針 1 　 雨 を 受 け 止 め 、 時 間 を か け て 川 へ 流 し 、 上 手 に 水 を 使 う ■
岡
崎
市
の
既
存
施
策
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巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

7
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
事
業

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
耕
作
放
棄
の
発
生

を
防
止
し
、
国
土
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
景

観
の
形
成
及
び
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
。

岡
崎
市
、
協
定

に
基
づ
く
農
業

者

集
落
協
定
に
よ
る
共
同
で
の
耕
作
放
棄
の
防
止
活
動
、
水

路
・
農
道
等
の
管
理
活
動
な
ど
の
実
施

1
7
年
度
か
ら
2
1
年
度
　
5
年
間

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
務
課

8
そ
の
他

農
業
用
排
水
施

設
の
整
備

農
業
用
水
の
水
質
汚
濁
、
ゴ
ミ
の
投
棄
や
汚

濁
の
滞
留
に
よ
る
排
水
機
能
低
下
、
水
路
周

辺
の
生
活
環
境
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
、

農
業
用
排
水
施
設
の
整
備
を
図
る
。

岡
崎
市

内
容
：
農
業
用
排
水
路
等
の
新
設
・
改
修
、
底
張
り
コ
ン

ク
リ
ー
ト
施
工

場
所
：
主
に
下
水
道
未
整
備
地
域
内
の
農
業
用
排
水
路

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

9
公
共
施
設
等
へ

の
緑
化
推
進

都
市
景
観
の
形
成
、
自
然
環
境
の
保
全
、
都

市
防
災
に
資
す
る
効
果
等
の
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、
地
域
に
最
も
密
着
し
た
施
設
で
あ

る
公
園
や
道
路
、
公
共
施
設
等
に
植
栽
を
行

う
。

公
園
緑
地
課
、

公
共
施
設
関
係

各
課

実
施
内
容
：
公
園
、
街
路
、
公
共
施
設
等
へ
の
植
栽

実
施
時
期
：
１
月
～
３
月

実
施
場
所
：
公
園
、
街
路
、
公
共
施
設
等

毎
年
、
緑
化
面
積
を
９
,
０
０

０
㎡
増
加
す
る
。

公
共
施
設
等
を
管
理
す
る
担
当
課

へ
、
植
栽
後
は
維
持
管
理
を
適
切

に
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

緑
の
基
本
計
画

岡
崎
市

土
木
建
設

部
公
園
緑

地
課

1
0

民
間
施
設
へ
の

緑
化
推
進

都
市
地
域
に
お
け
る
、
緑
豊
か
で
良
好
な
生

活
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
民
間
施
設
の

緑
化
推
進
を
図
る
。

公
園
緑
地
課
、

個
人
等

実
施
内
容
：
生
垣
の
設
置
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
屋

上
等
の
緑
化
の
補
助

実
施
時
期
：
通
年

実
施
場
所
：
市
街
化
区
域
内
の
敷
地
内
お
よ
び
建
物
等

緑
化
推
進
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

民
有
地
に
お
け
る
緑
化
面
積

を
出
来
る
限
り
増
や
す
。

所
有
者
に
植
栽
の
維
持
管
理
を
徹

底
し
て
い
る
。

特
に
な
し

岡
崎
市

土
木
建
設

部
公
園
緑

地
課

1
1

た
め
池
の
保
全
愛
知
県
た
め
池
保
全
構
想
に
基
づ
く
た
め
池

保
全
の
推
進

岡
崎
市

今
後
、
た
め
池
保
全
計
画
を
策
定
予
定

県
、
関
係
部
局
、
た
め
池
管
理

者
、
土
地
改
良
区

愛
知
県
た
め
池
保
全
構
想

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

1
2

老
朽
管
更
新
・

漏
水
調
査

水
道
事
業
を
創
設
し
て
７
０
余
年
を
経
過

し
、
管
路
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が
懸
念
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
耐

震
性
の
高
い
管
路
に
更
新
を
行
い
、
漏
水
防

止
対
策
を
図
る
。

ま
た
、
計
画
的
に
漏
水
調
査
を
行
い
、
水
道

水
の
有
効
利
用
を
図
る
。

岡
崎
市
水
道
局

老
朽
管
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２
５
年
度
を
最
終
と

し
て
毎
年
度
更
新
工
事
を
施
工
す
る
。

市
内
全
域
を
概
ね
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
毎
年
度
１
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
漏
水
調
査
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

導
水
管
、
送
水
管
、
配
水
本

管
の
老
朽
管
全
て
を
更
新
す

る
。

有
効
率
９
９
％
を
目
指
す
。

特
に
な
し

特
に
な
し

岡
崎
市

水
道
局
工

務
課

基 本 方 針 【 水 量 】 　 雨 を 受 け 止 め 、 時 間 を か け て 川 へ 流 し 、 上 手 に 水 を 使 う
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巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

1
3

生
活
排
水
対
策

（
合
併
処
理
浄

化
槽
整
備
事

業
）

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁

を
防
止
し
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
に
資
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

者
に
補
助
金
を
交
付
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
促
進
を
図
る
。

岡
崎
市

市
内
の
下
水
道
等
の
整
備
計
画
区
域
外
に
お
い
て
、
主
に

居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
者
（
個
人
に
限
る
。
）
に
対
し
、
設
置
費
用

の
一
部
と
し
て
次
に
掲
げ
る
額
の
補
助
を
行
う
。

・
５
人
槽
　
　
　
　
３
３
２
，
０
０
０
円

・
７
人
槽
　
　
　
　
４
１
４
，
０
０
０
円

・
１
０
人
槽
以
上
　
５
４
８
，
０
０
０
円

ま
た
、
自
主
的
に
く
み
取
り
便
槽
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
撤

去
費
用
の
上
乗
せ
補
助
（
上
限
３
０
０
，
０
０
０
円
）
を

行
う
。

平
成
1
9
年
度
　
1
6
0
基
の
設
置

（
う
ち
2
0
基
転
換
設
置
）

平
成
2
0
年
度
　
1
6
0
基
の
設
置

（
う
ち
2
0
基
転
換
設
置
）

平
成
2
1
年
度
　
1
6
0
基
の
設
置

（
う
ち
2
0
基
転
換
設
置
）

市
の
広
報
誌
や
各
種
催
事
に
お
い

て
補
助
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
実
施

町
内
会
の
会
合
等
に
参
加
し
、
補

助
事
業
の
Ｐ
Ｒ
実
施

地
域
再
生
計
画
(
快
適
で
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
～
お
か
ざ

き
都
市
環
境
の
整
備
計
画
）

岡
崎
市

環
境
部
廃

棄
物
対
策

課

1
4

下
水
道
整
備
事

業

家
庭
や
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
汚
水
を
処
理

場
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
臭
や
蚊
、

蝿
の
発
生
減
少
な
ど
公
衆
衛
生
を
向
上
さ

せ
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
生
活
環
境
を
改

善
し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
雨
水
を
速
や
か
に
処
理

す
る
こ
と
で
浸
水
の
防
除
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

岡
崎
市

下
水
道
本
管
の
施
設
及
び
取
付
管
、
公
共
桝
の
設
置

目
標
年
次

　
平
成
2
2
年
（
市
街
化
区

域
）
目
標
　
旧
岡
崎
市
の
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
　
概
ね
８
８
％

　
旧
額
田
町
の
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
　
概
ね
４
０
％

な
し

全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想

岡
崎
市

下
水
道
部

下
水
工
事

課

1
5

合
流
式
下
水
道

改
善
事
業

合
流
式
下
水
道
を
採
用
し
て
い
る
区
域

（
9
5
0
h
a
）
で
は
、
一
定
量
以
上
の
降
雨
時
に

下
水
の
一
部
が
未
処
理
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て

お
り
、
水
質
汚
濁
及
び
公
衆
衛
生
上
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
改
善
事
業
を
行

う
。

岡
崎
市
下
水
道

部
下
水
工
事
課

合
流
式
下
水
道
を
分
流
式
下
水
道
の
水
質
程
度
に
ま
で
改

善
。
雨
水
吐
き
の
改
良
及
び
遮
集
管
の
増
強
等

な
し

な
し

な
し

岡
崎
市

下
水
道
部

下
水
工
事

課

1
6

生
活
排
水
対
策
主
に
市
民
が
で
き
る
公
共
用
水
域
へ
の
汚
濁

負
荷
の
軽
減

岡
崎
市
環
境
部

環
境
保
全
課

(
1
)
三
角
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
斡
旋

環
境
保
全
課
窓
口
で
１
個
当
た
り
7
1
0
円
（
補
助
率

5
4
％
）
を
補
助
し
た
6
0
0
円
で
販
売
し
て
い
る
。

(
2
)
生
活
排
水
対
策
推
進
に
関
す
る
協
定

平
成
1
8
年
度
実
績
：
市
内
４
町
内
と
締
結
し
、
各
町
内
で

学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
も
下
水
道
の
未
整
備
地
域
の
町
内
と
締
結

予
定
。

な
し

な
し

な
し

岡
崎
市

環
境
部
環

境
保
全
課

1
7

有
害
物
質
削
減

対
策

工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
を
軽
減

し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
を
改
善
す
る
。

岡
崎
市
環
境
部

環
境
保
全
課

(
1
)
排
水
基
準
が
適
用
さ
れ
る
工
場
等
及
び
公
害
防
止
協

定
締
結
事
業
場
へ
立
ち
入
り
し
、
水
質
検
査
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
。

(
2
)
公
害
防
止
協
定

公
害
を
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
工
場
等
に
対
し
、
排
水
基

準
値
よ
り
厳
し
い
規
制
値
を
も
っ
て
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。

な
し
。

な
し

な
し
。

岡
崎
市

環
境
部
環

境
保
全
課

1
8

水
質
事
故
対
策

公
共
用
水
域
に
お
け
る
油
事
故
、
魚
の
へ
い

死
な
ど
の
水
質
事
故
は
、
年
間
数
十
件
発
生

し
て
い
る
。
環
境
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
す

る
よ
う
、
水
質
事
故
時
の
迅
速
な
対
応
を
図

る
。

岡
崎
市
、
河
川

管
理
者

・
 
原
因
調
査
並
び
に
原
因
者
に
対
し
指
導
す
る
。

・
 
豊
川
･
矢
作
川
水
系
水
質
汚
濁
緊
急
時
対
策
要
領
等
に

基
づ
き
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。

・
 
河
川
管
理
者
等
が
オ
イ
ル
マ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
行
な
う
。

な
し

豊
川
･
矢
作
川
水
系
水
質
汚
濁
対

策
連
絡
協
議
会

岡
崎
市

環
境
部
環

境
保
全
課

基 本 方 針 【 水 質 】 　 汚 れ の も と を 減 ら し 、 清 ら か な 流 れ を 保 つ
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巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

1
9

環
境
保
全
型
農

業
の
推
進

農
業
の
持
つ
物
質
循
環
機
能
を
活
か
し
、
生

産
性
と
の
調
和
な
ど
に
留
意
し
つ
つ
、
土
づ

く
り
を
通
じ
て
化
学
肥
料
、
農
薬
の
使
用
な

ど
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し
た
持

続
的
な
農
業
を
目
指
す
。

岡
崎
市

減
化
学
肥
料
栽
培
推
進
事
業

い
ち
ご
コ
ン
テ
ナ
出
荷
導
入
事
業

農
業
用
廃
棄
物
適
正
処
理
対
策
事
業

な
す
環
境
保
全
型
栽
培
推
進
事
業

な
し

な
し

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
務
課

2
0

農
地
･
水
･
環
境

保
全
向
上
対
策

事
業

農
地
･
農
業
用
水
等
の
資
源
は
、
高
齢
化
、
混

住
化
が
進
行
し
、
農
家
だ
け
で
は
農
地
や
農

業
用
排
水
な
ど
を
適
切
に
保
全
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
今
日
、
地
域

ぐ
る
み
で
農
地
や
水
を
守
る
効
果
の
高
い
共

同
活
動
と
環
境
保
全
に
向
け
た
先
進
的
な
営

農
活
動
を
実
施
す
る
。

西
三
河
農
地
・

水
・
環
境
保
全

地
域
協
議
会

活
動
組
織
　
2
8

地
区

実
施
地
区
に
お
い
て
、
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
を
5

割
以
上
削
減
す
る
先
進
的
な
営
農
活
動
を
実
施
す
る
。

（
営
農
活
動
部
分
）

1
9
年
度
か
ら
2
3
年
度
　
5
年
間

安
全
で
安
心
な
農
産
物
の
生

産
、
供
給
が
可
能
と
な
る
。

地
域
住
民
な
ど
と
の
清
掃
、
保
全

活
動

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
務
課

2
1

管
渠
・
開
渠
清

掃

市
民
の
生
活
環
境
や
治
水
安
全
度
の
維
持
の

た
め
、
排
水
路
に
堆
積
し
た
汚
泥
等
の
除
去

を
図
る
。

岡
崎
市

排
水
路
に
堆
積
し
た
汚
泥
の
除
去

特
に
な
し

市
内
全
域
の
管
理
が
難
し
い
た

め
、
町
内
会
や
市
民
か
ら
の
要
望

等
に
よ
り
実
施
す
る
場
合
が
多

い
。

岡
崎
市

土
木
建
設

部
　
河
川

課

2
2

清
掃
活
動
等

農
業
用
の
用
排
水
路
等
の
景
観
生
産
環
境
や

景
観
等
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
維
持

管
理
活
動
へ
支
援

土
地
改
良
区

内
容
：
草
刈
・
泥
上
げ
等
水
路
の
適
正
な
維
持
管
理

時
期
：
通
年

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

2
3

乙
川
・
男
川
清

掃
事
業

釣
場
環
境
を
良
好
に
保
つ

岡
崎
市
漁
業
協

同
組
合
、
男
川

漁
業
協
同
組
合

鮎
釣
り
の
解
禁
前
に
乙
川
・
男
川
に
お
い
て
２
漁
協
が
組

合
員
に
呼
び
か
け
て
実
施

特
に
な
し

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
務
課

2
4

水
質
等
の
調
査
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
汚
濁
状
況

の
常
時
監
視

岡
崎
市
環
境
部

環
境
保
全
課

(
1)
河
川
水
質
調
査

市
内
3
0
河
川
49
地
点
で
定
期
的
な
水
質
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

(
2)
地
下
水
調
査

概
況
調
査
1
0
地
点
、
定
点
調
査
１
地
点
、
ほ
か
に
過
去
に

汚
染
の
あ
っ
た
井
戸
を
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

な
し
。

な
し
。

愛
知
県
知
事
の
定
め
る
公
共
用
水

域
及
び
地
下
水
の
水
質
測
定
計
画
岡
崎
市

環
境
部
環

境
保
全
課

2
5

河
川
水
質
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

｢
川
｣へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
水
質
汚
濁
防

止
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
パ
ッ

ク
テ
ス
ト
の
簡
易
水
質
検
査
と
匂
い
な
ど
の

感
覚
に
よ
る
河
川
の
調
査
を
市
民
が
行
う
も

の
。

岡
崎
市

・
 
調
査
は
2
、
５
、
８
、
１
１
月
の
４
回
。

・
 
自
宅
又
は
職
場
の
近
く
の
市
民
が
調
べ
て
み
た
い
川

で
実
施
。

・
 
Ｃ
Ｏ
Ｄ
や
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
の
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
調

査
と
ゴ
ミ
の
量
や
水
の
に
お
い
、
川
底
の
感
触
を
調
査
。

・
 
現
在
、
3
2地
点
で
調
査
。

な
し
。

な
し
。

な
し
。

岡
崎
市

総
合
検
査

セ
ン
タ
ー

基 本 方 針 【 水 質 】 　 汚 れ の も と を 減 ら し 、 清 ら か な 流 れ を 保 つ

- 136 - 



 
巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

2
6

総
合
治
水
対
策

の
推
進

急
速
な
都
市
化
に
伴
う
流
出
量
の
増
大
に
よ

る
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
。

岡
崎
市

流
出
抑
制
施
設
の
整
備
：
た
め
池
改
修
、
貯
留
地
整
備

　
　
実
施
場
所
：
占
部
川
流
域
、
砂
川
流
域

（
整
備
改
修
済
み
で
あ
り
、

す
で
に
河
川
改
修
と
の
整
合

が
図
ら
れ
て
い
る
）

一
級
河
川
砂
川
改
修
計
画
、
一
級

河
川
占
部
川
改
修
計
画

岡
崎
市

土
木
建
設

部
　
河
川

課

2
7

地
下
貯
留
浸
透

事
業

長
期
を
要
す
る
河
川
改
修
以
外
の
取
組
み
と

し
て
、
少
し
で
も
早
く
市
内
の
浸
水
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
流
域
内
の
小
・
中
学
校

の
屋
外
運
動
場
や
公
共
施
設
等
の
敷
地
内
に

雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
し
、
流
出
抑
制
を
図

る
。

岡
崎
市

地
下
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
（
貯
留
量
約
1
0
0
0
m
3
規

模
）
：
2
1
箇
所
（
予
定
）

事
業
期
間
：
平
成
1
7
年
度
～
2
9
年
度
（
予
定
）

岡
崎
市

土
木
建
設

部
　
河
川

課

2
8

土
地
区
画
整
理

事
業
に
お
け
る

調
整
池
の
設
置

事
業

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
当
た
り
、
適

正
な
雨
水
排
水
を
図
る
た
め
、
洪
水
を
一
時

調
整
し
、
下
流
河
川
等
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
、
調
整
池
の
設
置
を
推
進
す
る
。

土
地
区
画
整
理

組
合

助
成
措
置
の
指
定
を
受
け
た
土
地
区
画
整
理
組
合
に
対

し
、
調
整
池
の
設
置
に
要
す
る
費
用
を
、
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
。

な
し

岡
崎
市
水
と
緑
・
歴
史
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
り
、
防
災

及
び
防
犯
上
の
条
件
と
し
て
排
水

調
整
施
設
の
設
置
を
義
務
づ
け
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
調

整
池
設
置
指
導
基
準
と
の
比
較
に

お
い
て
、
大
き
い
値
の
体
積
を
確

保
す
る
。

な
し

岡
崎
市

都
市
整
備

部
組
合
指

導
室

2
9

開
発
行
為
許
可

申
請

開
発
行
為
許
可
に
対
す
る
技
術
的
基
準
の
指

導 (
例
え
ば
、
施
工
時
の
沈
砂
池
の
設
置
又
は
擁

壁
等
の
設
置
の
義
務
付
け
)

岡
崎
市

許
可
申
請
に
対
す
る
内
容
の
審
査
及
び
指
導

岡
崎
市

都
市
整
備

部
建
築
指

導
課

基 本 方 針 【 災 害 】 　 雨 を 流 域 に と ど め て 水 害 を 減 ら し 、 渇

水 や 震 災 に 備 え る
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巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

30
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
設
置
補
助

事
業

　
市
街
化
の
進
展
に
伴
う
緑
地
、
水
面
の
雨
水

浸
透
面
積
の
減
少
等
に
よ
る
雨
水
流
出
量
の
増

大
や
都
市
型
集
中
豪
雨
が
多
発
し
市
街
地
の
浸

水
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
民

と
行
政
が
協
働
し
て
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設

置
を
す
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
の
流
出
抑
制
、
地

下
水
の
涵
養
を
行
い
、
健
全
な
水
循
環
の
育
成

と
併
せ
て
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
。

岡
崎
市

補
助
対
象
施
設
：
既
存
浄
化
槽
転
用
雨
水
貯
留
槽
、
雨
水

貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
施
設
（
浸
透
ま
す
、
浸
透
管
浸
透
側

溝
、
透
水
性
舗
装
）

補
助
対
象
区
域
：
市
内
全
域
。
た
だ
し
、
既
存
浄
化
槽
転

用
雨
水
貯
留
槽
の
場
合
公
共
下
水
道
認
可
区
域
及
び
岡
崎

市
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域

補
　
助
　
額
　
：

既
存
浄
化
槽
転
用
雨
水
貯
留
槽
　
補
助
率
２
／
３
　
上
限

１
０
万
円
（
１
基
当
た
り
）

雨
水
貯
留
槽
　
補
助
率
２
／
３
　
上
限
１
０
万
円
（
１
宅

地
当
た
り
）

雨
水
浸
透
施
設
　
補
助
率
２
／
３
　
上
限
１
０
万
円
（
１

宅
地
当
た
り
）

下
水
道
工
事
説
明
会
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
市
政
だ
よ
り
等
に
よ

る
周
知

排
水
設
備
工
事
店
へ
の
周
知
及
び

協
力
依
頼

な
し

岡
崎
市

下
水
道
部

下
水
施
設

課

31
透
水
性
舗
装
等

の
推
進

市
街
地
の
都
市
化
が
進
み
、
雨
水
不
浸
透
面
積

が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
洪
水
対
策
と
環
境
へ

の
負
荷
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
歩
道
等
の
透
水

性
舗
装
で
の
整
備
を
推
進
す
る
。

岡
崎
市

歩
道
等
整
備
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
り
市

街
化
区
域
内
の
幹
線
市
道
に
お
い
て
実
施

今
後
の
整
備
予
定
路
線
…
市

道
伝
馬
町
線
　
Ｌ
＝
５
０
０

ｍ
（
Ｈ
１
９
年
度
～
Ｈ
２
２

年
度
）

な
し

な
し

岡
崎
市

土
木
建
設

部
道
路
維

持
課

32
非
常
時
の
給
水

体
制

地
震
災
害
応
急
対
策
応
急
給
水
マ
ニ
ュ
ア
ル
及

び
水
道
管
路
事
故
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

行
動
す
る
。

岡
崎
市
水
道

局
・
応
援
団
体

災
害
及
び
事
故
の
規
模
・
状
況
に
応
じ
、
給
水
に
必
要
な

資
機
材
、
従
事
す
る
人
員
の
増
強
を
行
い
な
が
ら
活
動
す

る
。

①
の
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
く
。

な
し

地
震
災
害
応
急
対
策
要
綱
（
岡
崎

市
水
道
事
業
）

岡
崎
市

水
道
局
工

務
課

33
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
整
備
事
業

消
防
水
利
の
確
保
及
び
訓
練
用
と
し
て
、
消
火

栓
は
地
震
が
発
生
し
た
場
合
断
水
に
よ
り
使
用

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
雨
水
有
効
活
用

と
い
う
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
を
目
的
と
し
て
、

各
署
所
や
新
た
に
建
設
す
る
署
所
へ
雨
水
貯
留

施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

岡
崎
市
消
防
本

部

現
在
、
西
消
防
署
、
東
消
防
署
、
本
宿
出
張
所
に
雨
水
貯

留
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
平
成
2
1
年
４
月
開
所
予
定

の
額
田
地
区
鍛
埜
出
張
所
に
も
建
設
予
定

現
在
整
備
さ
れ
て
い
な
い
各

署
所
に
も
、
構
造
上
可
能
で

あ
れ
ば
予
算
計
上
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

な
し

な
し

岡
崎
市
消

防
本
部

消
防
課
消

防
班

基 本 方 針 3 　 雨 を 流 域 に と ど め て 水 害 を 減 ら し 、 渇 水 や 震 災 に 備 え る
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巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

34
河
川
法
面
等
の

草
刈

市
管
理
河
川
・
排
水
路
の
環
境
維
持
や
、
施
設

状
況
の
確
認
の
た
め
、
河
川
法
面
等
の
草
刈
を

実
施
。

岡
崎
市

河
川
法
面
等
の
草
刈

特
に
な
し

河
川
・
排
水
路
の
草
刈
や
清
掃

は
、
地
域
管
理
を
基
本
に
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
危
険
を

伴
う
箇
所
や
、
地
域
状
況
か
ら
実

施
で
き
な
い
場
合
は
市
に
て
実
施

し
て
い
る
。

岡
崎
市

土
木
建
設

部
　
河
川

課

35
北
山
湿
地
・
小

呂
湿
地
の
保
全

荒
廃
し
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
湿
地
を
、
市
民
団

体
の
協
力
を
得
て
保
全
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
岡
崎
市
の
貴
重
な
自
然
遺
産
と
し
て
後
世

に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

岡
崎
市
・
お
か

ざ
き
湿
地
保
護

の
会
・
岡
崎
市

動
植
物
調
査
会

北
山
湿
地
は
毎
月
第
3土
曜
日
、
小
呂
湿
地
は
毎
月
第
1
土

曜
日
に
、
自
然
共
生
課
の
職
員
と
お
か
ざ
き
湿
地
保
護
の

会
（
市
民
団
体
）
の
方
を
中
心
に
、
動
植
物
の
専
門
家
で

構
成
す
る
岡
崎
市
動
植
物
調
査
会
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
雑
草
の
抜
き
取
り
・
木
道
整
備
・
柵
の
設

置
・
倒
木
の
片
付
け
・
間
伐
・
動
植
物
の
監
視
な
ど
季
節

に
応
じ
た
保
全
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

岡
崎
市
動
植
物
調
査
会
の
方
に
は
両
湿
地
の
定
期
観
察
調

査
を
依
頼
し
て
い
る
。

北
山
湿
地
・
小
呂
湿
地
内
に

お
け
る
貴
重
種
の
保
護
・
保

全
及
び
植
生
の
回
復
（
具
体

的
な
数
値
目
標
は
な
い
。
）

市
民
団
体
と
専
門
家
と
の
連
携
で

湿
地
の
保
護
を
図
る
。

専
門
家
が
毎
年
湿
地
定
期
観
察
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

岡
崎
市
の
池
沼
の
保
全

岡
崎
市

環
境
部
自

然
共
生
課

36
清
掃
活
動
等

国
営
新
矢
作
用
水
農
業
水
利
事
業
等
に
よ
る
水

路
の
暗
渠
化
に
伴
い
、
上
部
整
備
さ
れ
た
遊
歩

道
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
、
植
栽
の
管
理
支
援

地
域
住
民
（
高

橋
用
水
、
六
ツ

美
幹
線
水
路
）

内
容
：
清
掃
、
草
取
り

時
期
：
通
年

場
所
：
高
橋
用
水
、
六
ツ
美
幹
線
水
路

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

37
農
業
用
水
路
の

上
部
利
用

国
営
新
矢
作
用
水
農
業
水
利
事
業
に
よ
る
水
路

の
暗
渠
化
に
伴
い
、
地
域
用
水
機
能
の
維
持
・

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
に
蜜
着
し

た
利
用
形
態
に
努
め
る
。

農
林
水
産
省
、

愛
知
県
、
矢
作

川
沿
岸
土
地
改

良
区
連
合
、
岡

崎
市

内
容
：
親
水
水
路
整
備
、
遊
歩
道
整
備
、
消
火
栓
整
備
等

場
所
：
六
ツ
美
幹
線
水
路
、
北
野
幹
線
水
路

地
域
住
民
参
加
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
に
よ
る
計
画
づ
く
り

国
営
新
矢
作
用
水
農
業
水
利
事
業

地
域
用
水
機
能
増
進
事
業

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

38
矢
作
川
水
辺
プ

ラ
ザ
事
業

矢
作
川
水
辺
プ
ラ
ザ
事
業
は
、
矢
作
川
沿
い
の

大
門
河
川
緑
地
と
大
門
公
園
、
堤
下
公
園
を
一

体
的
に
計
画
す
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
地
域
交

流
の
場
を
創
り
出
し
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
ま

た
訪
れ
た
く
な
る
、
賑
わ
い
の
あ
る
水
辺
整
備

を
目
指
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
が
、
堤
防
の
拡
幅
と
低
水
護
岸
整

備
等
を
行
い
、
洪
水
時
の
堤
防
の
安
全
性
の
向

上
を
図
る
。

市
は
、
整
備
さ
れ
た
河
川
の
高
水
敷
を
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
や
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
ど
、
河

川
公
園
と
し
て
の
整
備
を
す
る
。

岡
崎
市

岡
崎
市
が
矢
作
川
沿
い
の
大
門
河
川
緑
地
と
大
門
公
園
、

堤
下
公
園
を
一
体
に
整
備
し
、
国
が
堤
防
の
拡
幅
と
低
水

護
岸
整
備
等
行
う
。

整
備
面
積
　
　
８
．
７
ｈ
ａ

整
備
期
間
　
　
平
成
１
７
年
度
か
ら
平
成
２
７
年
度

整
備
内
容
　
　
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
水
辺
広
場
、
親
子
交
流

広
場
、
自
然
体
験
広
場
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
、
大

門
公
園
再
整
備
、
堤
下
公
園
再
整
備

「
地
域
と
連
携
し
た
川
づ
く

り
事
業
」

国
が
行
う
河
川
改
修
と
地
域

の
交
流
拠
点
整
備
に
よ
り
水

辺
に
“
に
ぎ
わ
い
”
を
創
出

す
る

・
　
国
土
交
通
省
と
岡
崎
市
の
協

同
事
業

・
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ

り
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、
河

川
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

な
し

岡
崎
市

土
木
建
設

部
公
園
緑

地
課

39
多
自
然
川
づ
く

り
の
推
進

「
多
自
然
川
づ
く
り
基
本
指
針
」
を
基
に
可
能

な
範
囲
で
川
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
河
川
管
理
の
各
段
階
に

お
け
る
技
術
の
向
上
や
手
法
の
確
立
等
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
担
当
者
が
多
自
然
川
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
な
ど
を
よ
く
理
解

し
、
取
組
を
通
じ
て
調
査
研
究
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

岡
崎
市

研
修
会
へ
の
参
加
や
内
部
講
習
会
の
実
施

こ
れ
か
ら
改
修
す
る
河
川
に
つ
い
て
は
、
計
画
・
設
計
段

階
に
お
い
て
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
河
川
改
修
を
実
施
し
て
い
く
占
部
川
、

岩
田
川
等
で
取
組
を
予
定
し
て
い
る
。

岡
崎
市

土
木
建
設

部
　
河
川

課

40
ホ
タ
ル
の
保
護

活
動
・
飼
育
活

動
の
実
施

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
発
祥
地
と
し
て
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
、
ホ
タ
ル
の
発
生
し
て
い
る
地
域
や
発
生
可

能
な
地
域
の
小
中
学
校
に
保
護
・
飼
育
活
動
を

呼
び
か
け
保
護
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
ホ
タ
ル
観
賞
会
な
ど
を
お
こ
な
い
環
境

意
識
の
向
上
を
図
る
。

岡
崎
市

ホ
タ
ル
の
保
護
、
関
係
団
体
へ
の
補
助

特
に
な
し

岡
崎
市

環
境
部
自

然
共
生
課

教
育
委
員

会
生
涯
学

習
課

基 本 方 針 4 　 岡 崎 在 来 の 豊 か な 自 然 と ふ れ あ え る ま ち を つ く る

- 139 - 



 
巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(
概
要
)、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

4
1

岡
崎
観
光
夏
ま

つ
り
花
火
大
会

菅
生
神
社
の
祭
礼
奉
納
花
火
の
行
事
を
受
け
継

ぎ
、
現
在
で
は
岡
崎
市
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
１

つ
と
し
て
全
国
屈
指
の
規
模
を
誇
る
花
火
大

会
。
（
平
成
１
８
年
度
　
人
出
４
８
万
人
）

岡
崎
市

岡
崎
市
観
光
協

会

時
期
：
８
月
第
1土
曜
日

場
所
：
乙
川
（
菅
生
川
）
河
畔
、
矢
作
川
河
畔

内
容
：
仕
掛
花
火
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
金
魚
花
火
、
打
上

花
火
な
ど
合
計
約
2万
発

　

岡
崎
観
光
夏
ま
つ
り

五
万
石
お
ど
り
、
五
万
石
み
こ

し
、
よ
さ
こ
い
in
お
か
ざ
き

（
開
催
日
：
花
火
大
会
前
日
）

岡
崎
市

経
済
振
興

部 観
光
課

4
2

河
川
愛
護
活
動

地
域
レ
ベ
ル
の
河
川
愛
護
活
動
を
推
進
し
、
市

民
の
財
産
で
あ
る
河
川
の
環
境
保
護
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
散
乱
ご
み
を
抑
制
し
、
良
好
な

河
川
環
境
を
維
持
す
る
。

河
川
愛
護
団
体

（
H1
8実
績
：
15

団
体
、
延
べ

2
,8
4
3
人
）

市
管
理
河
川
(準
用
河
川
・
普
通
河
川
）
で
清
掃
・
草
刈

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
河
川
愛
護
活
動
団
体
に
報
償
金
を

支
給
団
体
に
よ
り
異
な
る
が
、
年
2
～
5回
実
施

特
に
な
し

河
川
愛
護
団
体
と
し
て
の
登
録
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
内
会
の
な

か
に
は
、
自
主
的
に
河
川
・
排
水

路
等
の
清
掃
・
草
刈
活
動
を
実
施

し
て
い
る
町
内
会
が
あ
る
。
（
詳

細
の
把
握
は
し
て
い
な
い
）

岡
崎
市

土
木
建
設

部
　
河
川

課

4
3

清
掃
活
動
等

農
地
・
水
・
環

境
向
上
対
策

地
域
ぐ
る
み
で
農
業
用
の
用
排
水
路
等
の
景
観

と
環
境
形
成
を
守
る
取
組
に
対
し
て
支
援

活
動
団
体
（
農

業
者
及
び
非
農

業
者
で
構
成
）

内
容
：
草
刈
、
泥
上
げ
、
農
地
周
辺
の
清
掃

時
期
：
通
年

団
体
数
：
３
１
団
体
（
５
０
集
落
）

平
成
19
年
度
か
ら
５
年
間
継

続
農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策

岡
崎
市

経
済
振
興

部
農
地
整

備
課

4
4

河
川
美
化
団
体

の
助
成

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
の
た
め
、
河
川
美
化

団
体
が
行
う
活
動
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
助
成
す
る
。

岡
崎
市

草
刈
清
掃
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
、
蛍
の
幼
虫
放
流
な
ど
、

2
0万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
を
行
う
。

特
に
な
し

一
部
の
団
体
と
岡
崎
市
は
協
働
関

係
に
あ
る
。

特
に
な
し

岡
崎
市

市
民
文
化

部
市
民
協

働
推
進
課

4
5

伊
賀
川
一
斉
清

掃

伊
賀
川
流
域
住
民
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
昭
和

47
年
6月
に
発
足
。
「
次
の
世
代
に
清
流
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
堤
防
の
草
刈
り
や
川
掃

除
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
続

け
、
昔
の
清
流
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
。

伊
賀
川
を
美
し

く
す
る
会
（
流

域
住
民
で
構

成
）

･伊
賀
川
一
斉
清
掃
（
6
月
）
流
域
約
5,
0
00
人
参
加
、
実

施
区
域
4k
m

・
川
ま
つ
り
、
夏
休
み
に
子
ど
も
た
ち
に
川
魚
を
つ
か
ん

で
も
ら
う
。

・
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

恒
例
化
し
た
「
川
ま
つ
り
」

を
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
、

河
川
美
化
運
動
を
盛
り
上
げ

る
。

事
務
局
機
能
と
、
一
斉
清
掃
時
の

市
職
員
参
加
な
ど
、
岡
崎
市
が
側

面
支
援
を
し
て
い
る
。

特
に
な
し

岡
崎
市

市
民
文
化

部
市
民
協

働
推
進
課

4
6

菅
生
川
草
刈
清

掃

「
次
の
世
代
に
清
ら
か
な
流
れ
を
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
菅
生
川
流
域
住
民
の
地
域
の
連
帯
感

を
高
め
、
川
に
清
い
流
れ
を
返
す
と
と
も
に
、

清
い
流
れ
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
積
極
的
に

市
民
活
動
を
展
開
す
る
。

菅
生
川
を
美
し

く
す
る
会
（
流

域
住
民
で
構

成
）

･菅
生
川
草
刈
一
斉
清
掃
（
9月
）
約
2,
1
00
人
参
加
、
実

施
区
域
1k
m

･
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

特
に
な
し

事
務
局
機
能
と
、
一
斉
清
掃
時
の

市
職
員
参
加
な
ど
、
岡
崎
市
が
側

面
支
援
を
し
て
い
る
。
ま
た
一
斉

清
掃
で
は
周
辺
企
業
・
団
体
も
参

加
す
る
。

特
に
な
し

岡
崎
市

市
民
文
化

部
市
民
協

働
推
進
課

4
7

舟
遊
び
（
乙
川

観
光
船
事
業
）

観
光
基
本
計
画
に
基
づ
き
観
光
振
興
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
と
し

て
「
家
康
公
の
ま
ち
」
魅
力
創
造
事
業
で
特
に

岡
崎
公
園
・
八
帖
蔵
通
り
・
大
樹
寺
周
辺
を
結

ぶ
エ
リ
ア
を
岡
崎
観
光
の
各
拠
点
と
な
る
重
点

地
区
と
し
て
乙
川
を
利
用
し
た
新
た
な
観
光
資

源
と
し
て
観
光
船
を
浮
か
べ
観
光
客
の
誘
致
を

図
る
。

乙
川
観
光
船
実

行
委
員
会
（
岡

崎
市
・
岡
崎
商

工
会
議
所
・
岡

崎
市
観
光
協

会
）

【
春
季
】

期
間
：
4月
上
旬
～
15
日
程
度

場
所
：
乙
川
右
岸
河
川
敷
船
着
場

【
秋
季
】

期
間
：
市
民
ま
つ
り
期
間
中

場
所
：
乙
川
右
岸
河
川
敷
船
着
場

乙
川
の
魅
力
を
引
き
出
す

き
っ
か
け
と
す
る
。
ま
た
、

観
光
客
に
地
元
の
名
物
、
名

産
品
を
紹
介
し
地
域
の

活
性
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に

寄
与
す
る
。

商
工
団
体
及
び
地
元
商
店
街
と
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

桜
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
秋
の
市
民
ま
つ

り

岡
崎
市

経
済
振
興

部
　
観
光

課
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巻末資料１：既存施策の内容（詳細版） 

 

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当

事
者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(概
要
)
、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど
)
⑤
取
組
の
連
携
、
協
働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

4
8

自
然
環
境
啓
発

イ
ベ
ン
ト

（
お
と
川
リ

バ
ー
ヘ
ッ
ド
大

作
戦
）

森
林
の
豊
か
さ
が
流
域
を
潤
し
、
さ
ら
に
は
海

を
潤
す
と
の
認
識
に
た
ち
、
森
林
機
能
の
重
要

性
を
理
解
し
、
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

岡
崎
市
、
お
と

川
水
源
の
森
づ

く
り
実
行
委
員

会

森
林
の
除
間
伐
、
枝
打
ち
、
植
樹
等
を
行
な
う
。

間
伐
材
で
焼
い
た
炭
を
森
林
等
に
撒
く
。

年
1
回
開
催

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
な

く
、
今
後
の
環
境
保
全
活
動

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

森
林
施
業
に
精
通
し
て
い
る
森
林

組
合
、
市
民
活
動
団
体
等
に
作
業

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
企
業
か

ら
も
多
く
の
参
加
者
を
募
る
。

な
し

岡
崎
市

環
境
部
自

然
共
生
課

4
9

水
道
週
間

水
道
に
つ
い
て
市
民
の
方
に
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
水
道
事
業
の
今
後
の
発
展
の

た
め
に
、
水
道
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

岡
崎
市
水
道
局

６
月
１
日
～
７
日

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
　
看
板
　
ラ
ジ
オ
等
に
よ
る
広
報
活
動

浄
水
場
の
一
般
公
開

飲
料
水
「
額
田
仙
水
」
販
売

水
道
の
大
切
さ
、
重
要
性
を

知
っ
て
も
ら
う
。

日
本
水
道
協
会

愛
知
県
企
業
庁

岡
崎
市

水
道
局
総

務
課

5
0

環
境
教
育
の
支

援

地
球
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
人

か
ら
子
供
ま
で
み
ん
な
で
活
動
し
て
い
く
事
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
岡
崎
市
で
は
小
中
学

校
で
の
環
境
教
育
の
推
進
及
び
、
保
育
園
・
幼

稚
園
で
の
小
学
校
へ
つ
な
が
る
環
境
教
育
の
推

進
を
図
る
た
め
、
環
境
教
育
を
積
極
的
に
支
援

す
る
。

岡
崎
市

小
中
学
校
・
公
立
保
育
園
・
公
立
幼
稚
園
の
近
く
を
流
れ

る
川
に
行
き
、
生
徒
・
園
児
と
共
に
川
に
入
り
水
生
生
物

を
採
取
し
、
そ
の
水
生
生
物
か
ら
そ
の
川
の
汚
れ
具
合
を

調
べ
、
川
の
汚
れ
の
原
因
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
子
供
た

ち
に
考
え
さ
せ
る
。

岡
崎
市
内
全
て
の
小
中
学

校
・
公
立
保
育
園
・
公
立
幼

稚
園
で
の
環
境
教
育
の
実

施
。

な
し

な
し

岡
崎
市

環
境
部
自

然
共
生
課

5
1

水
と
み
ど
り
の

森
の
駅
事
業

岡
崎
市
は
、
額
田
町
と
の
合
併
に
よ
り
水
道
水

源
の
５
０
㌫
を
占
め
る
乙
川
の
水
源
地
と
豊
か

な
自
然
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
水
資

源
」
と
「
豊
か
な
自
然
環
境
」
を
将
来
に
継
承

す
る
た
め
、
保
全
・
育
成
し
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
市
民
活
動

団
体
の
支
援
や
、
市
民
交
流
を
促
進
し
、
環
境

保
全
に
対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

岡
崎
市
・
市
民

活
動
団
体

守
り
育
て
る
べ
き
「
自
然
環
境
」
と
守
り
育
て
る
た
め
の

「
地
域
活
動
」
が
あ
り
、
市
民
が
自
然
を
学
び
、
体
験
で

き
る
機
会
が
提
供
さ
れ
、
交
流
が
生
ま
れ
る
所
を
「
森
の

駅
」
と
位
置
づ
け
、
森
の
駅
（
４
箇
所
）
、
森
の
駅
育
成

地
区
（
５
箇
所
）
を
指
定
し
、
各
駅
で
環
境
保
全
活
動
、

自
然
観
察
会
等
を
開
催
す
る
。

森
の
駅
事
業
を
理
解
し
、
地

域
の
人
々
と
一
緒
に
各
種
事

業
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
け

る
「
森
の
駅
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
、
登
録
者
数
１
０

０
人
を
目
標
と
す
る
。

森
の
駅
育
成
地
区
等
を
整

備
、
育
成
し
、
森
の
駅
に
指

定
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。
（
具
体
的
な
数
値
目
標

は
な
い
。
）

各
駅
が
行
う
、
活
動
、
体
験
、
イ

ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
す

る
。
各
駅
の
駐
車
場
整
備
、
便
所
設
置

等
環
境
整
備
を
行
な
う
。

な
し

岡
崎
市

環
境
部
自

然
共
生
課
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番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
の
目
的
や
背
景
な
ど

②
実
施
主
体

(
事
業
主
体
、
当
事

者
な
ど
)

③
実
施
内
容
(概
要
)、

　
実
施
時
期
、
実
施
場
所
な
ど

④
取
組
の
目
標

(
具
体
的
な
数
値
目

標
な
ど
)

⑤
取
組
の
連
携
、
協

働
、
そ
の
他

⑥
関
連
計
画

機
関
名

部
課
室
名

1
川
と
海
の
ク

リ
ー
ン
大
作

戦

平
成
14
年
よ
り
、
河
川
愛
護
・

三
河
湾
浄
化
を
目
指
し
て
「
川

と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

（
一
斉
清
掃
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

中
部
地
方
整
備
局
豊

橋
河
川
事
務
所
ほ
か

＜
統
一
実
施
日
＞

平
成
19
年
10
月
28
日
（
日
）
早
朝
～
（
実
施
日
は

市
町
村
等
で
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

＜
実
施
河
川
及
び
海
岸
＞

・
伊
勢
湾
・
三
河
湾
を
囲
む
河
川
及
び
海
岸

・
豊
川
水
系
・
矢
作
川
水
系
（
豊
川
・
矢
作
川
及

び
そ
の
支
川
等
）

・
三
河
湾
海
岸

矢
作
川
水
系
河
川
整
備

基
本
方
針
（
H1
8.
4）

中
部
地
方
整
備

局
豊
橋
河
川
事

務
所

管
理
第
一

課

2
水
生
生
物
調

査

水
生
生
物
調
査
に
よ
り
河
川
の

水
質
状
況
を
判
定
す
る
と
と
も

に
、
水
質
の
保
全
や
河
川
愛
護

思
想
の
普
及
啓
発
も
目
的
と
し

て
い
る
。

豊
川
・
矢
作
川
流
域

の
小
中
学
校
等
の
参

加
に
よ
り
、
中
部
地

方
整
備
局
豊
橋
河
川

事
務
所
が
実
施
。

昭
和
59
年
か
ら
毎
年
７
～
８
月
に
実
施
。

　
　
豊
川
、
矢
作
川
の
１
７
地
点
（
H1
8
実
績
）

豊
川
・
矢
作
川
流
域

の
小
中
学
校

中
部
地
方
整
備

局
豊
橋
河
川
事

務
所

調
査
課

3
河
川
等
公
共

用
水
域
水
質

監
視

水
質
測
定
計
画
に
基
づ
き
、
河

川
の
水
質
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
公
開
し
て
い

る
。

中
部
地
方
整
備
局
豊

橋
河
川
事
務
所

豊
川
５
地
点
、
矢
作
川
の
５
地
点
（
H1
8
実
績
）

環
境
基
準
の
達
成

水
質
汚
濁
対
策
連
絡

協
議
会
に
て
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整

を
図
っ
て
い
る
。

中
部
地
方
整
備

局
豊
橋
河
川
事

務
所

調
査
課

4
節
水
意
識
の

高
揚

渇
水
時
に
お
け
る
河
川
環
境
の

保
全
と
取
水
の
安
定
化
等
の
た

め
、
水
量
水
質
の
監
視
を
行
う

と
と
も
に
、
河
川
流
水
の
総
合

的
運
用
に
よ
る
補
給
の
調
整
等

を
行
う
。

中
部
地
方
整
備
局
ほ

か

渇
水
時
の
水
利
使
用
の
調
整
に
は
、
水
利
使
用
者

及
び
関
係
行
政
機
関
で
構
成
さ
れ
る
「
矢
作
川
水

利
調
整
協
議
会
」
を
開
催
し
、
水
利
使
用
の
調
整

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
の
提
供

等
に
努
め
て
い
る
。

流
水
の
正
常
な
機

能
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
流
量

岩
津
地
点

７
．
０
m3
/s

矢
作
川
水
系
河
川
整
備

基
本
方
針
（
H1
8.
4）

中
部
地
方
整
備

局
豊
橋
河
川
事

務
所

流
水
調
整

課

5
利
用
推
進
事

業

環
境
学
習
や
癒
し
の
場
と
し
て

周
辺
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
親

水
等
の
河
川
利
用
の
推
進
を
岡

崎
市
と
連
携
し
な
が
ら
図
る
。

中
部
地
方
整
備
局
豊

橋
河
川
事
務
所
、
岡

崎
市

大
門
地
区
水
辺
プ
ラ
ザ
事
業

・
 下
流
水
辺
整
備
（
親
水
護
岸
）

・
 上
流
水
辺
整
備
（
親
水
護
岸
）

・
　
階
段
工
、
坂
路

大
門
河
川
緑
地
を
語

り
合
う
会

矢
作
川
水
系
河
川
整
備

基
本
方
針
（
H1
8.
4）

中
部
地
方
整
備

局
豊
橋
河
川
事

務
所

工
務
課

 ■
国
土
交
通
省
の
既
存
施
策
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②
取
組
の
数
値
目
標

等
④
地
方
機
関

関
係
課
室
名

⑤
実
施
箇

所
名

⑥
取
組
の

数
値
目
標

等

⑦
対
象
と
な

る
地
域
協
議
会
⑧
備
考

1
造
林

森
林
の
健
全
な
育
成
及
び
水
源
の
か
ん
養
等

の
公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
に
、
森
林
所
有

者
等
が
行
う
植
栽
、
保
育
、
間
伐
等
の
森
林
整

備
に
対
し
て
補
助

H
22
ま
で
年
間

4
,8
0
0
h
a（
間
伐
）

農
林
水
産

部
森
林
保
全

課
西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
林
務
課

管
内
一
円
年
６
４
８
ｈ
ａ

補
助
金

2
治
山

山
腹
崩
壊
地
や
浸
食
さ
れ
た
渓
流
等
の
荒
廃

地
を
整
備

H
22
ま
で
に

2
,8
0
0
h
a(
治
山
施
設
）
農
林
水
産

部
森
林
保
全

課
西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
林
務
課

管
内
一
円
年
４
２
ｈ
ａ

事
業
費

3
計
画
的
な
森
林
整
備

の
支
援
（
現
況
調
査
）
森
林
所
有
者
等
に
よ
る
計
画
的
か
つ
一
体
的

な
森
林
施
業
に
不
可
欠
な
森
林
の
現
況
調
査

等
の
地
域
活
動
を
支
援

H
22
ま
で
に
78
,4
0
0h
a

（
森
林
整
備
地
域
活

動
実
施
協
定
を
締
結

す
る
森
林
施
業
計
画

面
積
）

農
林
水
産

部
林
務
課

西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
林
務
課

管
内
一
円
年
１
，
１
５
０

ｈ
ａ

事
業
費

4
計
画
的
な
森
林
整
備

の
支
援
（
計
画
）

民
有
林
の
森
林
施
業
上
の
指
針
、
森
林
・
林
業

に
関
す
る
諸
施
策
の
実
行
上
の
基
準
を
示
す

地
域
森
林
計
画
を
樹
立

H
22
ま
で
に
2計
画
区

農
林
水
産

部
林
務
課

西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
林
務
課

管
内
一
円

5
県
産
材
利
用
促
進

県
産
材
で
あ
る
三
河
材
に
対
す
る
意
識
の
向

上
、
利
用
の
促
進
の
た
め
、
住
宅
や
公
共
施

設
で
の
三
河
材
を
活
用
し
た
木
造
、
木
質
化
を

推
進

農
林
水
産

部
林
務
課

西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
林
務
課

管
内
一
円
年
３
．
４
千

㎥

6
間
伐
材
利
用
促
進

間
伐
材
の
利
用
は
間
伐
を
促
進
し
、
森
林
の

水
源
か
ん
養
機
能
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、
継
続
的
か
つ
多
く
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
公
共
工
事
に
お
い
て
間
伐
材
の
利
用

を
促
進
。

農
林
水
産

部
森
林
保
全

課
西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
林
務
課

管
内
一
円

7
農
業
水
利
施
設
の
環

境
整
備

・
生
態
系
、
景
観
に
配
慮
し
た
農
業
水
利
施

設
、
た
め
池
、
水
路
の
整
備

・
「
愛
知
県
た
め
池
保
全
構
想
」
に
基
づ
く
た
め

池
保
全
の
推
進

「
食
と
緑
の
基
本
計
画
」

H
2
2
目
標
(P
.2
1
,5
5
)

・
た
め
池
や
水
路
の
環

境
整
備
　
3
6
か
所

・
「
愛
知
県
た
め
池
保

全
構
想
」
の
策
定

農
林
水
産

部
農
地
計
画

課 農
地
整
備

課

西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
建
設
課

高
橋
地
区

は
じ
め
３

地
区

Ｈ
２
２
目
標
３

地
区

県
庁

地
方
機
関

③
県
の
関
係
部
局
・
関

係
課
室

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
概
要

 ■
愛
知
県
の
既
存
施
策
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②
取
組
の
数
値
目
標

等
④
地
方
機
関

関
係
課
室
名

⑤
実
施
箇

所
名

⑥
取
組
の

数
値
目
標

等

⑦
対
象
と
な

る
地
域
協
議
会
⑧
備
考

8
清
掃
・
除
草

県
管
理
河
川
･海
岸
に
お
け
る
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
報
奨
制

度

建
設
部

河
川
課

西
三
河
建
設
事
務

所
維
持
管
理
課

西
三
河
建
設
事
務

所
西
尾
支
所
管
理

課

管
内
一
円
－

西
三
河

9
河
道
改
修

乙
川
流
域
に
お
い
て
、
乙
川
圏
域
河
川
整
備

計
画
を
策
定
し
、
河
道
改
修
を
推
進
。

建
設
部

河
川
課

－
－

－
－

1
0
多
自
然
川
づ
く
り

河
川
の
改
修
に
あ
た
り
、
河
川
が
本
来
有
し
て

い
る
生
物
の
良
好
な
生
息
・
生
育
環
境
に
配
慮

し
、
美
し
い
自
然
景
観
の
保
全
・
創
出
に
努
め

る
。

建
設
部

河
川
課

西
三
河
建
設
事
務

所
管
内
一
円

（
広
田
川

始
め
）

－
西
三
河

1
1
水
辺
林
や
植
樹
等

（
水
辺
の
緑
の
回
廊
）
・
河
川
の
高
水
敷
・
河
岸
と
堤
内
地
を
結
ぶ
空

間
に
、
水
辺
林
を
形
成
し
、
河
川
周
辺
を
含
め

た
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
拡
大
と
、
豊
か

な
自
然
景
観
を
創
出

・
植
樹
を
地
域
の
人
々
の
参
加
を
得
て
行
う
こ
と

に
よ
り
、
河
川
と
地
域
と
の
関
係
の
再
構
築

（
「
水
辺
の
緑
の
回
廊
整
備
」
）

建
設
部

河
川
課

西
三
河
建
設
事
務

所
建
設
第
二
課

－
－

西
三
河

1
2
自
然
環
境
の
保
全
・

復
元

自
然
の
状
態
を
極
力
残
し
な
が
ら
、
瀬
や
淵
、

せ
せ
ら
ぎ
、
ワ
ン
ド
等
の
自
然
環
境
を
保
全
・復

元
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
自
然

に
出
会
え
る
よ
う
河
岸
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
整

備
等
（
「
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
）

建
設
部

河
川
課

西
三
河
建
設
事
務

所
建
設
第
二
課

岡
崎
市

－
西
三
河

1
3
子
ど
も
の
水
辺
活
動

支
援

「
水
辺
協
議
会
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
活

動
す
る
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
活
動
場
所
(水

辺
)の
選
定
・
登
録
し
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
住
民
等
の
水
辺
に
お
け
る
活
動
を

支
援
す
る

教
育
委
員

会 建
設
部

生
涯
学
習

課 河
川
課

西
三
河
建
設
事
務

所
建
設
第
二
課

岡
崎
市

（
矢
作
川
、

乙
川
）

－
西
三
河

1
4
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
（
地
域

で
の
取
り
組
み
支

援
）

地
域
ぐ
る
み
で
農
業
用
の
用
排
水
路
等
を
守

る
取
組
に
対
し
て
の
支
援

農
林
水
産

部
農
地
計
画

課
西
三
河
農
林
水
産

事
務
所
建
設
課

管
内
一
円地
方
機
関

③
県
の
関
係
部
局
・
関

係
課
室

番
号

取
り
組
み
名

①
取
組
概
要

県
庁
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岡崎市水を守り育む条例 案  
  
目次 
 前文 
第1章 総則（第 1条～第 6条） 
第2章 水循環総合計画（第 7条、第 8条） 
第3章 健全な水循環のための施策（第９条～第 13条） 
第4章 水循環推進協議会（第 14条～第 19条） 
第5章 雑則（第 20条） 
附則 
 
 水は、すべての生命の源であり、太古の昔から、私たちに自然の畏怖を与え

ながらも、限りない恩恵をもたらし、豊かな自然を生み、稲作文化をはじめと

した独自の文化を育ててきた。 
 とりわけ、本市は矢作川、乙川をはじめとした河川や数多くの池に恵まれ、

飲料水、各種用水として利用し、水が私たちの暮らしを支えてきた。 
 ところが、近年、都市化の進展等により、水質汚濁、河川流量の減少、山林

の荒廃、親水性の低下など水に関する様々な問題が生じてきた。 
 こうした中、私たちは、このような水を取り巻く現状を認識し、将来にわた

って健全で恵み豊かな水が維持されるよう、水を大切に守りながら使い、また、

作り育むことを決意し、ここにこの条例を制定する。 

 
第 1章 総則 
（目的） 

第１条 この条例は、健全な水循環を確保し、及び創造するために、水に関す

る基本理念を定め、市、市民及び事業者の責務を明らかにするとともに、水

循環に関する施策の基本となる必要な事項を定めることにより、施策の総合

的かつ計画的な推進を図り、現在及び将来の市民の健康で快適な生活の確保

に寄与することを目的とする。 
（定義） 

第２条 この条例において、「健全な水循環」とは、降水が土壌等に保持され、

若しくは地表水及び地下水として流下して海域等に流入し、又は大気中に蒸発

して再び降水になる一連の過程である水循環において、人間社会の営み及び環

境保全に果たす水の機能が、適切な均衡の下に確保されている状態をいう。 
 
（基本理念） 

第３条 水は、市民全体の共有の財産であるとともに、生命の源であることか

ら、私たちは清らかで、安全で、かつ豊かな水を持続的に確保するよう努め
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なければならない。 
２ 水の相互利用及び管理は、公共の利害と関係するものであることから、水

量、水質を始めとする水環境と調和するものでなければならない。 
３ 私たちは、自主的かつ積極的に健全な水循環を確保する施策に取り組んで

いかなければならない。 
 
（市の責務） 

第４条 市は、この条例の目的を達成するため、水循環に関して総合的かつ計

画的な施策を推進しなければならない。 
２ 市は、国、県及び他の地方公共団体に対し、必要に応じて理解及び協力を

求めなければならない。 
３ 市は、自ら事業活動を実施するに当たっては、健全な水循環を確保し、及

び創造するため積極的に取り組むように努めなければならない。 
４ 市は、水循環に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずる

よう努めなければならない。 
 
（市民の責務） 

第５条 市民は、日常生活の水循環に与える影響を認識し、生活排水による水

質汚濁の防止、節水等に心がけ、水環境の保全に努めなければならない。 
２ 市民は、市が実施する水循環に関する施策に協力しなければならない。 

 
（事業者の責務） 

第６条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、水環境を保全するため

に必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 
２ 事業者は、市が実施する水循環に関する施策に協力しなければならない。 
 
第 2章 水循環総合計画 
（水循環総合計画） 

第７条 市長は、健全な水循環に関する総合的な計画（以下｢水循環総合計画｣

という。）を策定しなければならない。 
２ 水循環総合計画は、健全な水循環に関する基本方針、目標及びその目標を

達成するための施策その他必要な事項について定めなければならない。 
３ 水循環総合計画は、おおむね６年ごとに見直し、変更するものとする。 
４ 市長は、水循環総合計画を策定するに当たり、市民及び事業者の意見を聴

取し、これを水循環総合計画に反映するよう努めなければならない。 
５ 市長は、水循環総合計画を策定したときは、速やかに、これを公表しなけ

ればならない。 
６ 前２項の規定は、水循環総合計画の変更について、準用する。 
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 （年次報告書の作成等） 
第８条 市長は、水循環総合計画に基づき実施された施策の状況について年次

報告書を作成し、これを公表しなければならない。 
 
第３章 健全な水循環のための施策 
（水源の涵養） 

第９条 市は、健全な水循環を保持する水量の確保を図るため、森林及び農地

の有する多面的機能を認識し、森林及び農地の保水能力を向上させるような

措置を講ずるものとする。 
 
（雨水の貯留浸透及び雨水利用の促進） 

第 10条 市は、雨水が健全な水循環を確保する上で重要な要素であることから、
雨水の貯留浸透及び利用の促進を図り、平常時の河川流量の確保及び浸水被

害の低減に努めるものとする。 
 
（汚濁負荷量の削減） 

第 11条 市は、清らかで安全な水を確保するため、生活排水については下水道
整備の促進、合併処理浄化槽の普及等により、工場及び事業所からの排水に

ついては監視及び指導をすることにより汚濁負荷量を削減するよう努めるも

のとする。 
 

（水中及び水辺の生態系の保全） 

第 12条 市は、水中及び水辺の生態系を保全するため、河川、ため池、湿地等
の動植物の保護その他必要な措置を講ずるものとする。 
 
（水との関わり） 

第 13条 市は、市民が水との関わりを深め、水辺を身近に感じることができる
ように、環境活動の促進、環境学習の機会の付与その他必要な措置を講ずる

ものとする。 
 
第 4章 水循環推進協議会 
（設置） 

第 14条 市に、健全な水循環に関する施策を推進するため、水循環推進協議会
（以下「協議会」という。)を置く。 

 
 （所掌事務） 
第 15条 協議会は、市長の諮問に応じて、次に掲げる事項を調査審議する。 
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⑴ 水循環総合計画に関する事項 
⑵ 健全な水循環に関する基本的事項及び重要事項 

 
 （組織） 
第 16条 協議会は、20人以内の委員をもって組織する。 
 
 （委員） 
第 17条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。 
⑴ 学識経験を有する者 
⑵ 各種団体の代表者 
⑶ 公募した市民 
⑷ 前 3号に掲げる者のほか、市長が適当と認める者 

２ 委員の任期は３年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 
 
 （会長） 
第 18条 協議会に会長を置き、委員の互選により定める。 
２ 会長は、会務を総理する。 
３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名

する委員がその職務を代理する。 
 
 （運営） 
第 19条 会長は、必要に応じて、水循環に関する専門的な調査又は検討を行わ
せるため、協議会に部会を設置することができる。 

２ この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会

が定める。  
 
第５章 雑則 
（委任） 

第 20 条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、
市長が定める。 

 
附 則 
１ この条例は、平成 20年 4月 1日から施行する。 
２ この条例の施行の際現に第 7 条第２項に掲げる事項について策定されてい
る水循環総合計画（「水環境創造プラン」をいう。）は、同条第１項の規定に

より策定された水循環総合計画とみなす。 
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